
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
限
り
…

本
学
の
学
生
た
ち
も
継
続
的
な
支
援
を
展
開

越
し
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

教
育
的
視
点
か
ら
取
り
組
む

私
大
ネ
ッ
ト
に
加
盟

　

こ
の
ほ
か
、
本
学
で
は
、
東

日
本
大
震
災
後
の
東
北
（
主
に

三
陸
沿
岸
地
域
）
を
復
興
す
る

に
当
た
っ
て
、
今
後
10
年
間
の

継
続
的
な
支
援
活
動
を
教
育
的

視
点
か
ら
実
施
す
る
こ
と
を
目

的
に
結
成
さ
れ
た
「
東
北
再
生

私
大
ネ
ッ
ト
36
（
サ
ン
リ
ク
）」

に
加
盟
。
今
夏
行
わ
れ
た
南
三

陸
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
、
学

　

社
会
福
祉
学
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
夏
、

被
災
地
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
。
本
学
の

学
生
37
名
が
、N
P
O
法
人「
い

わ
て
G
I
N
G
A
―
N
E
T
」

が
主
催
す
る
被
災
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
夏
銀
河
2
0
1
2
」

（
第
1
回
8
月
8
日
～
13
日
、

第
2
回
9
月
5
日
～
10
日
）
に

参
加
し
、
岩
手
県
釜
石
市
と
陸

前
高
田
市
の
仮
設
住
宅
や
地
元

の
小
中
学
校
に
お
い
て
、「
お

茶
っ
こ
サ
ロ
ン
」
活
動
、
学
習

支
援
、
支
援
物
資
の
運
搬
、
引

生
7
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
学
で
は
、
今
後
も
、
被
災

地
と
被
災
者
に
対
し
て
継
続
的

な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
秋
、
立
正
大
学

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
、

強
化
ク
ラ
ブ
、
図
書
館

の
サ
イ
ト
な
ど
も
見
や
す

く
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
フ
ォ
ン
の

サ
イ
ト
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対

応
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

か
ら
募
集
し
、
優
秀
作
を
表
彰

す
る
も
の
。
応
募
作
の
中
か

ら
、
駅
長
賞
と
大
崎
駅
賞
を

決
定
。「
駅
長
賞
」
に
選
ば

れ
た
文
学
部
2
年
の
河
道
鈴

佳
子
さ
ん
（「
キ
ャ
ン
パ
ス

で 

出
会
っ
た
仲
間
が 

た
か

ら
も
の
」）
と
、「
大
崎
駅
賞
」

に
選
ば
れ
た
文
学
部
3
年
の

山
田
咲
希
さ
ん
（「
大
崎
の 

た
な
ば
た
短
冊 

夢
い
っ
ぱ

い
」）に
対
し
て
、8
月
1
日
、

J
R
大
崎
駅
の
波
田
野
一
憲
駅

長
よ
り
表
彰
と
記
念
品
授
与
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
第
２
回
目
掲
出

10
月
1
日
（
月
）
～
17
日
（
水
）

　

今
年
1
4
0
周
年
を
迎
え
た

の
は
立
正
大
学
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
大
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

で
学
ぶ
ほ
と
ん
ど
の
学
生
と
教

職
員
が
利
用
す
る
J
R
大
崎
駅

も
、
今
年
、
鉄
道
開
業
1
4
0

周
年
を
迎
え
、
本
学
で
は
大
崎

駅
と
コ
ラ
ボ
。
記
念
企
画
と
し

て『
大
崎
を
元
気
に
!
』を
実
施
。

　

内
容
は「
学
生
川
柳
」と
、「
私

の
夢
」
を
テ
ー
マ
に
「
元
気
を

与
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
学
生
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I NDEX

仮
設
住
宅
内
の
集
会
所
で
は
オ
ー
プ
ン
な
お
茶

会
を
開
い
て
、
被
災
住
民
の
方
た
ち
の
話
相
手

に
な
っ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
相
手
に
な
っ

た
り
し
ま
し
た
。
お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学
生
た
ち
も
励
ま
さ
れ

ま
し
た

本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
!

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
も
可
能
に

本
学
と
共
に
、
鉄
道
も
開
業
1
4
0
周
年
!

「
川
柳
」と「
私
の
夢
」募
集
の
コ
ラ
ボ
企
画

２０１２年、開校１４０周年
本学は、1580（天正8）年に設立された日蓮宗僧侶の教育
機関を淵源とし、432年という歴史と伝統を誇る大学です。
近代教育機関としての開校は1872（明治5）年。現在で
は、学校法人立正大学学園の運営の下に大学院7研究科と
8学部15学科を擁する総合大学として発展しています。そ
の立正大学が2012年、開校140周年を迎えました。

　開校140周年を迎えた本学では、この春からさまざ
まな記念イベントを展開しています。10月以降も興味
深いイベントをたくさん用意しています。会場に足を
運び、本学の歴史や文化、熱い息吹に触れてください。

この秋も注目のイベントが目白押し
ぜひ会場に足をお運びください

●図書館展示
　「竹内洋岳、河口慧海 ―ヒマラヤが繋ぐ縁

えにし

―」
　展示期間：11月1日（木）～11月12日（月）
　　　　　　10:00～18:30。日・祝はお休み
　展示場所：大崎キャンパス11号館 1階展示コーナー
　【問い合わせ先】
　大崎学術情報サービス課　03-3492-6615

●竹内洋岳氏公開講座
　『挑戦し続ける想い』 
　  日本人初 8000m峰14座完全登頂 竹内洋岳 14座の軌跡を語る
　第1回　11月10日（土）15:00～16:30
　　　　　大崎キャンパス 石橋湛山記念講堂
　第2回　11月24日（土）15:00～16:30
　　　　　熊谷キャンパス アカデミックキューブA101
　【問い合わせ先】
　立正大学公開講座事務局
　0120-188-471（10:00～18:00。土・日・祝日を除く）
　申込みは大学WEBサイトへ

※上記イベントは全て入場無料です。

●立正大学開校 140 周年記念特別展
　「石橋湛山と立正大学」
　開催期間：平成24年10月1日（月）～10月31日（水）
　　　　　　土曜、日曜、祝日、10月19日（金）はお休み
　　　　　　　※10月13日（土）は開催します
　開催時間：10:00～16:00（入場は15:30まで）
　開催場所：大崎キャンパス 石橋湛山記念講堂 ホワイエ
　主　　催：学校法人立正大学学園
　共　　催：財団法人石橋湛山記念財団
　【問い合わせ先】
　立正大学総務部総務課史料編纂室
　03-3492-2681　内線4199（10:00～16:00）

秋の140周年記念企画

駅長室で表彰を受けた後、大崎駅の改札口で記念撮影
（向かって左から波田野駅長、駅長賞の河道さん、大
崎駅賞の山田さん）

見
た
い
ペ
ー
ジ
、
知
り
た
い
情
報
が
す
ぐ
に
探
せ
る

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
。
強
化
ク
ラ
ブ
の
ペ
ー
ジ
に
は
カ
レ

ン
ダ
ー
も
付
い
て
、
試
合
日
程
な
ど
が
す
ぐ
に
わ

か
り
ま
す

第2部　13:00～
未来への智見　人・文化・宗教・生き方

基調講演
ヘレン・ハーデーカー氏　ハーバード大学 ライシャワー日本研究所 教授
日本国憲法と宗教 ― 過去そして現在
″Religion in the Japanese Constitution，Past and Present″
イフォ・スミッツ氏　ライデン大学 中東・アジア地域研究所 日本学科 教授

“日本”を考える:テキストを、そして人を
″Considering“Japan”:Texts，People″
パネリスト

石井富美子〔立正大学副学長・社会福祉学部教授〕，三浦佑之〔文学部教授〕，
小澤康司〔心理学部教授〕，北川前肇〔仏教学部教授〕／モデレーター

第3部　15:30～
御会式法要／140周年記念慶讃法要
邦楽コンサート 日本の彩り　～時と風土を越えて～

筝　高畠一郎氏 ほか／尺八　藤原道山氏

第1部　10:00～
日本の限界から未来へ　政治・経済・環境・国際関係

基調講演
マイケル・ライシュ氏　ハーバード大学 公衆衛生大学院 教授
フクシマから考える：日本の政治文化の挑戦
″Reflections from Fukushima:The Chalenge to Japan’s Political Culture″
武見敬三氏（東海大学教授、元参議院議員）

「責任ある成熟社会への道 ― 健康長寿国の国際貢献」
パネリスト

山崎和海〔立正大学長・経営学部教授〕，川眞田嘉壽子〔法学部教授〕，
福岡孝昭〔地球環境科学部教授〕，藤岡明房〔経済学部教授〕／モデレーター

12分野の専門家が、
未来を読み解く!

立
正
大
淞
南
高
硬
式
野
球
部
が

２
回
目
の
甲
子
園
出
場
！

詳
細
は
９
面
へ



　

大
学
院
生
時
代
、
私
が
「
研

究
テ
ー
マ
を
法
人
税
に
し
た

い
」
と
指
導
教
授
に
相
談
す
る

と
、
先
生
か
ら
は
「
法
人
税
は

財
政
学
で
は
マ
イ
ナ
ー
だ
し
、

よ
く
分
か
ら
な
い
税
金
だ
か

ら
や
め
な
さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
ま
し
た
。法
人
税
は
、

わ
が
国
で
は
所
得
税
と
消
費

税
に
並
ぶ
三
大
税
収
の
一
つ

で
あ
り
、
企
業
活
動
に
対
し
て

大
き
な
影
響
を
与
え
る
税
制

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当

時
、
日
本
財
政
学
会
で
の
報
告

者
も
少
数
で
あ
り
、
研
究
テ
ー

マ
と
し
て
も
マ
イ
ナ
ー
だ
っ

た
の
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
財
政
学

者
Ｇ
・
コ
ル
ム
は
そ
の
著
書
で
、

法
人
税
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な

逸
話
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
経

済
学
者
と
租
税
研
究
家
は
、
こ

の
巨
大
な
財
源
を
眺
め
て
、
自

分
達
は
如
何
な
る
種
類
の
動
物

を
取
り
扱
っ
て
い
る
の
か
と
い

ぶ
か
っ
た
。
キ
リ
ン
を
初
め
て

見
て
び
っ
く
り
し
た
少
年
が
叫

ぶ
よ
う
に
、
い
く
人
か
の
経
済

学
者
は
、『
こ
ん
な
動
物
は
な

い
』
と
叫
ん
だ
。」（
木
村
元
一

他
訳
『
財
政
と
景
気
対
策
』）

　

私
は
指
導
教
授
か
ら
の
貴
重

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
法
人
税
に
関
す

る
研
究
を
ず
っ
と
続
け
て
き
ま

し
た
。
研
究
を
進
め
て
い
く
に

つ
れ
、
先
生
の
言
葉
の
意
味
が

よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
で
は
、
法
人
税
が

い
か
に
難
解
で
あ
る
か
身
に
染

み
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

例
え
ば
ト
ヨ
タ
の
よ
う
な
巨
大

企
業
の
場
合
、
株
主
や
従
業
員
、

取
引
先
な
ど
多
数
の
利
害
関
係

者
が
存
在
し
、
法
人
税
が
転
嫁

さ
れ
た
時
、
最
終
的
に
誰
の
負

担
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
解
明

す
る
こ
と
は
困
難
だ
か
ら
で
す
。

小
規
模
な
ゼ
ミ
だ
け
に

サ
ポ
ー
ト
も
行
き
届
く

　

地
球
環
境
科
学
部
環
境
シ
ス

テ
ム
学
科
で
は
、
2
年
次
Ⅱ
期

に
、
お
の
お
の
が
興
味
を
持
っ

て
い
る
テ
ー
マ
・
研
究
内
容
を

も
と
に
、
3
年
次
か
ら
所
属
す

る
研
究
室
を
選
択
し
ま
す
。
わ

た
し
が
選
ん
だ
白
木
洋
平
先
生

の
衛
星
情
報
学
・
情
報
教
育
研

究
室（
以
下
、白
木
研
究
室
）は
、

「
情
報
技
術
を
用
い
た
環
境
問

題
の
空
間
分
析
」
や
「
情
報
教

育
」
な
ど
を
専
門
と
す
る
ゼ
ミ

で
す
。

　

白
木
研
究
室
は
今
年
度
設
立

さ
れ
た
新
し
い
研
究
室
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
学
生
2
名
と
い
う
、
極
め

て
少
人
数
で
活
動
し
て
い
ま

す
。し
か
し
な
が
ら
、

小
規
模
で
あ
る
お
か

げ
で
、
ど
ん
な
に
小

さ
な
こ
と
で
も
、
疑

問
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に

先
生
に
相
談
で
き
た

り
、
ほ
か
の
授
業
で

わ
か
ら
な
か
っ
た
こ

と
で
も
気
軽
に
質
問

で
き
た
り
と
、
少
人

数
で
あ
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に

利
用
し
て
日
々
楽
し

く
研
究
活
動
に
い
そ

し
ん
で
い
ま
す
。

　

白
木
先
生
は
と
て
も
親
し

み
や
す
い
先
生
で
あ
る
一
方

で
、
研
究
・
教
育
活
動
に
も
と

て
も
熱
心
な
先
生
で
す
。
卒
業

論
文
に
向
け
た
研
究
内
容
に

お
い
て
も
、
私
た
ち
学
生
の
興

味
や
意
見
を
尊
重
し
て
、
一
緒

に
テ
ー
マ
を
考
え
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学
生
は

先
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な

が
ら
意
欲
的
に
研
究
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
値
観
や
世
界
観
を
広
げ
、

自
分
も
成
長
で
き
る

　

白
木
研
究
室
で
研
究
活
動
を

行
う
う
え
で
求
め
ら
れ
る
代
表

的
な
技
術
に
「
リ
モ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
」
が
あ
り
ま
す
。
一
般

的
に
こ
れ
は
、
人
工
衛
星
や
航

空
機
な
ど
に
搭
載
さ
れ
た
セ
ン

サ
ー
で
地
球
を
観
測
す
る
技
術

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

セ
ン
サ
ー
は
人

間
の
目
で
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
可

視
域
以
外
に
、
見

る
こ
と
の
で
き
な

い
赤
外
域
な
ど
も

観
測
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
地

球
の
環
境
変
化

（
例
え
ば
、
都
市

域
の
変
化
、
植
生

の
増
減
、
砂
漠
の

拡
大
な
ど
）
を
さ

ま
ざ
ま
な
視
点
で

見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ほ
か
に
も
白
木
研
究
室
で
は

「
情
報
教
育
」
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

利
用
し
て
情
報
教
育
手
法
の
開

発
や
教
育
用
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開

発
等
の
研
究
も
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
の
研
究

室
で
は
、
研
究
活
動
の
一
環
と

し
て
3
年
次
に
3
泊
4
日
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い

反
対
さ
れ
た
法
人
税
の
研
究

今
で
は
そ
の
難
解
さ
が
身
に
染
み
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
で
き
る

視
点
や
思
考
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

「情報技術を用いた環境問題の空間分析」と
「情報教育」を専門とする新しいゼミ

着
眼
点
と
思
考
力
を
磨
け
ば

物
事
の
本
質
が
見
え
て
く
る

研
究
紹
介
｜
経
済
学
部
経
済
学
科
准
教
授  

川
口
真
一

ゼ
ミ
自
慢
｜
地
球
環
境
科
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
講
師  

白
木
洋
平
ゼ
ミ

飯野雄太（地球環境科学部環境システム学科3年）私立茨城キリスト教学園高等学校出身

ま
す
。
今
年
度
は
北
海
道
の
釧

路
湿
原
に
お
い
て
、
携
帯
型
の

野
外
用
分
光
放
射
計
を
用
い

た
「
湿
原
植
生
の
ス
ペ
ク
ト
ル

計
測
」
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
の
解
析
だ
け

で
は
な
く
現
地
調
査
も
行
う
こ

と
で
、
計
算
だ
け
で
は
わ
か
ら

な
い
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
現
地

調
査
を
行
う
こ
と
も
白
木
研
究

室
の
特
徴
と
い
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
白
木
研
究
室
は
価
値

観
や
世
界
観
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
、
自
分
を
成
長
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
研
究
室

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

とても親しみやすく、研究熱心な白木先生。学生が行い
たい研究テーマを尊重していだたけます

「情報教育」にも力を入れる白木研究室。コンピューターは必須
アイテムです

コンピューター上の解析だけでなく、フィールドワークに出掛けるのも
白木研究室の特徴。今年は、釧路湿原において「湿原植生のス
ペクトル計測」を行いました

　

従
来
の
法
人
税
研
究
で

は
、
大
手
の
株
式
公
開
企

業
を
中
心
に
研
究
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
私

は
利
害
関
係
者
を
限
定
し

や
す
い
中
堅
・
中
小
の
株

式
非
公
開
企
業
を
研
究

対
象
と
し
て
い
ま
す
。
利

害
関
係
者
が
限
定
で
き
れ

ば
、
最
終
的
に
誰
に
税
負

担
が
生
じ
、
ど
う
い
っ
た

経
済
学
上
の
影
響
が
あ
る

か
を
探
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で

は
、
株
式
公
開
企
業
と
株

式
非
公
開
企
業
で
は
税
務

行
動
が
異
な
る
た
め
、
わ

が
国
の
よ
う
に
、
す
べ
て

の
企
業
に
一
律
に
課
税
す

る
法
人
税
は
経
済
学
的
に

望
ま
し
く
な
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
き
ま
し
た
。

　

研
究
を
続
け
て
き
て
思
う
の

は
、
一
見
複
雑
に
見
え
る
現
象

も
本
質
に
近
づ
け
ば
近
づ
く
ほ

ど
意
外
と
シ
ン
プ
ル
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
し
本
質

に
近
づ
く
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
着
眼
点
や
思
考
力
が
必
要

で
す
。
私
の
ゼ
ミ
で
は
、
財
政

学
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す

が
、
ゼ
ミ
生
た
ち
に
は
財
政
学

だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
問
題
や
経
済
問
題
の
解
決

を
図
る
こ
と
の
で
き
る
視
点
や

思
考
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
生
活
で

得
た
経
験
が
教
育
指
導
に
少
し

で
も
役
立
て
ば
幸
い
で
す
。

川口先生の論文も収録されている
『財政再建と税制改革』。財政学
研究においては欠かせない本です

2News vol.119  2012年（平成24年）10月1日発行

株式非公開企業を主な研究対象とする川口先生。「すべての企
業に一律に課税する、日本の法人税の仕組みは、経済学的に望
ましくない」と話します

川口先生の授業は「わかりやすい」と、学生たちにも人気。たくさんのゼミ生がいます



　

こ
こ
数
年
、
厳
し
い
就
職
状

況
が
続
く
な
か
、
今
年
も
就
職

活
動
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
す

る
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

12
月
１
日
に
は
、
各
就
職
サ
イ

ト
が
オ
ー
プ
ン
。
企
業
へ
の
エ

ン
ト
リ
ー
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
は
、
オ
ー
プ
ン
の
時

期
が
そ
れ
ま
で
に
比
べ
2
カ
月

遅
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
影
響

で
、
昨
年
は
、
オ
ー
プ
ン
初
日

に
、
学
生
の
ア
ク
セ
ス
が
集
中
。

シ
ス
テ
ム
が
ダ
ウ
ン
す
る
と
い

う
事
態
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
こ
う
い
う
ト
ラ
ブ
ル

は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

良
い
形
で
就
職
活
動
を
ス
タ
ー
ト

　

も
っ
と
も
、
こ
う
し
て
苦
労

し
て
就
職
し
な
が
ら
も
、
そ
の

う
ち
30
%
以
上
の
人
（
新
卒
者
）

が
3
年
以
内
に
離
職
し
て
い
ま

す
。
退
職
理
由
の
上
位
を
占
め

て
い
る
の
は
「
仕
事
が
自
分
に

合
わ
な
い
、
つ
ま
ら
な
い
」「
賃

金
や
労
働
時
間
の
条
件
が
良
く

な
い
」「
職
場
の
雰
囲
気
（
人
間

関
係
）
が
合
わ
な
い
」
な
ど
（
労

働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の
調

査
よ
り
）。

　

こ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め

に
は
、
ま
ず
、
強
み
や
弱
み
を

含
め
自
分
の
こ
と
を
し
っ
か
り

理
解
す
る
こ
と
、
そ
し
て
好
き

に
な
る
こ
と
。
次
に
、
自
分
の

す
る
た
め
に
は
、
事
前
の
準
備

が
と
て
も
大
切
で
す
。そ
の
意
味

で
も
、
サ
イ
ト
が
オ
ー
プ
ン
す
る

日
ま
で
に
は
、
ど
の
企
業
に
応

募
す
る
か
を
あ
る
程
度
決
め
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
自
己
分
析
と
職
種
・
企

業
研
究
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
も
、
す

で
に
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
キ
ャ

リ
ア
ア
ワ
ー
を
通
し
て
、
準
備

の
お
手
伝
い
を
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
上
手

に
活
用
し
て
、
し
っ
か
り
準
備

を
進
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

足
で
企
業
や
店
舗
を
訪
問
し
た

り
、
O
B
や
O
G
に
会
っ
た
り

し
て
、
肌
で
そ
の
企
業
を
感
じ
、

情
報
を
得
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
自
分
が
企
業
で
働
い

て
い
る
姿
を
想
像
し
、
企
業
と

自
分
の
マ
ッ
チ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を

見
つ
け
出
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の

精
度
を
高
め
る
こ
と
で
、
よ
り

自
分
に
合
っ
た
企
業
と
出
合
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
公
務

員
や
教
員
を
目
指
す
人
に
と
っ

て
も
こ
の
点
は
同
じ
。是
非
や
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
筆
記
テ
ス
ト
対
策
も

忘
れ
ず
に
! 

ど
ん
な
に
有
能

で
魅
力
的
な
人
物
で
あ
っ
て

も
、
筆
記
が
通
過
で
き
な
け
れ

ば
面
接
に
進
め
な
い
企
業
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

Open Campus

欠
か
せ
な
い
事
前
の
準
備

自
己
分
析
と
職
種
・
企
業
研
究
を

自
分
の
こ
と
を
し
っ
か
り
理
解
し
、

そ
の
会
社
で
働
い
て
い
る
姿
を
想
像
す
る

　

就
職
活
動
を
し
て
い
る
と
、

「
不
安
」「
わ
か
ら
な
い
こ
と
」「
心

が
折
れ
る
こ
と
」
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
障
害
が
待
ち

受
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
耐
え
ら
れ
ず
、

就
職
活
動
を
や
め
て

し
ま
う
人
を
時
々
見

か
け
ま
す
。し
か
し
、

あ
き
ら
め
ず
に
活
動

し
て
い
る
人
は
、
必

ず
良
い
結
果
を
手
に

し
て
い
ま
す
。

　

独
り
で
頑
張
り
抜

く
の
は
本
当
に
大
変
で
す
。
辛

い
時
は
、
親
や
周
り
の
人
に
相

談
し
、
力
を
借
り
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
も
ど
ん
ど
ん
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
怖
い
と
こ
ろ
で
は
あ

り
ま
せ
ん
! 

キ
ャ
リ
サ
ポ
に
は
、

経
験
豊
富
な
職
員
や
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
迷
っ

た
と
き
、
つ
ら
い
と
き
に
は
キ
ャ

リ
サ
ポ
ヘ
。
気
軽
に
、
遊
び
に
来

る
感
覚
で
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。

（
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー・
藤
井
浩
明
）

独
り
で
頑
張
り
抜
く
の
は
大
変

つ
ら
い
と
き
は
キ
ャ
リ
サ
ポ
へ
！

〜
就
職
を
希
望
す
る
3
年
生
の
皆
さ
ん
へ

12
月
１
日
よ
り
各
就
職
サ
イ
ト
が
O
P
E
N
!

準
備
は
大
丈
夫
で
す
か
？
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キ
ャ
リ
サ
ポ
は
怖
い
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
! 

い

つ
も
笑
顔
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

立
正
大
学
の
魅
力
を
、
受
験

生
や
保
護
者
の
方
た
ち
に
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の「
夏
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
、
今
年

も
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
合

計
5
回
、
大
崎・熊
谷
の
両
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
8
学
部
15
学
科
の

教
育
内
容
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ

イ
フ
、
入
学
試
験
、
卒
業
後
の

進
路
状
況
ま
で
、
立
正
大
学
の

学
び
や
魅
力
に
つ
い
て
、
イ
ベ
ン

ト
や
模
擬
授
業
な
ど
を
通
し
て

知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

お
そ
ろ
い
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
T

シ
ャ
ツ
を
着
た
在
校
生
ス
タ
ッ

フ
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
や
学

部
ブ
ー
ス
な
ど
で
立
正
ラ
イ
フ

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
一
方
、
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
モ
ラ
り

す
」も
登
場
。
記
念
撮
影
に
引
っ

張
り
だ
こ
で
し
た
。

　

な
お
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
て
い
た「
面
接
対
策

講
座
」や「
小
論
文
指
導
」な
ど

の
様
子
に
つ
い
て
は
、
N
H
K

総
合
テ
レ
ビ
の
『
首
都
圏
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
』
で
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

大
盛
況
だ
っ
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

立
正
大
学
の“
今
”を
紹
介
し
ま
し
た

5 日間とも、開催日にはたくさんの受験生とその保護者
の方が訪れました

「フレー ! フレー ! 受験生 !!」。
応援指導部のチアリーダーたち
がエールを送ります

さまざまなクラブが日頃の練習の成果を披露していました（写真はテコ
ンドー部とハンドベルクラブ）

「どんなことを学ぶんだろう」。各学部のブースにはたくさんの受験生が訪れました（写真左上・心理学部、右・
地球環境科学部）。また、受験生対象の小論文指導のコーナーも人気でした（左下）

入試、学費・奨学金、住まい、学生
生活…。スタッフ総出で、受験生から
のあらゆる質問に答えます

オープンキャンパスの様子はNHKの『首
都圏ネットワーク』でも紹介されました

すっかり人気者になった
モラりす。記念撮影に
引っ張りだこでした

保護者の方にも就活の実態を知ってほしい
キャリサポが独自の「就活読本」を発行 !

　キャリアサポートセンターでは、就職活動の現状などをまとめたオリジ
ナルの冊子『保護者のための就活読本』を制作・発行しました。その特徴
は、タイトルのとおり保護者向けの冊子であること。そこには「学生たち
が悔いのない就職活動をするためには、保護者の方たちにも現在の就職環
境、雇用状況、企業の人材観などを正しく知ってもらわなければ」という
キャリサポの思いがあります。
　冊子は全 4 章立て。まず、「就職活動の現状をご存知ですか」と、さま
ざまなデータをもとに、大卒の位置づけや、企業の新卒採用への考え方な
ど「知っておくべき『親世代』との決定的な違い」、そして、就職を困難
にしている企業ニーズと学生側の意識のギャップについて解説。第 2 章
では、保護者の方たちの時代とは大きく変わっ
た複雑な就活のスケジュールについて紹介。
そして、就活を迎えた子ども（総じておとな
しく、打たれ弱い）への接し方についてアド
バイスし、「キャリアサポートセンターを積
極的に利用しましょう」と、キャリサポの
さまざまな支援プログラムを紹介して締め
くくっています。
　8月20日放送の『NHK ニュースおは
よう日本』（HNK 総合テレビ）でも紹介
されたこの就職読本は父母懇談会などで
配布しています。就活はまだまだ先とい
う保護者の方もぜひお読みください。

問い合わせ：キャリアサポートセンター
大崎（03-3492-6697）  熊谷（048-536-6016）

C areer Support
  Center



　

10
月
15
日（
月
）と
16
日（
火
）

の
両
日
、
第
7
回
と
な
る
国
際

法
華
経
学
会
が
大
崎
キ
ャ
ン
パ

ス（
11
号
館
8
階
第
6
会
議
室
）

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

1
9
8
4
年
に
第
1
回
が
行

わ
れ
た
本
学
会
は
、こ
れ
ま
で
、

ハ
ワ
イ
大
学
（
第
1
回
、
第

3
回
）、
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ

ン
大
学
（
第
4
回
）、
ド
イ
ツ

の
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学（
第
5

　

文
学
部
文
学
科
英
語
英
米
文

学
専
攻
コ
ー
ス
で
は
、
日
ご
ろ

の
英
語
学
習
の
成
果
を
試
す
た

め
、
毎
年
、
英
語
ス
ピ
ー
チ
・

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
3
回
目
と
な
る
今
年
は
7

月
7
日
に
開
催
。
11
名
の
学
生

が
英
語
ス
ピ
ー
チ
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
国
際

語
と
し
て
の
英
語
や
異

文
化
理
解
の
重
要
性
な

ど
、
普
段
の
学
習
と
結

び
付
い
た
テ
ー
マ
か

ら
、
英
語
教
師
を
目
指

す
理
由
、
就
職
活
動
と

い
っ
た
、
自
分
自
身
の

将
来
に
関
す
る
も
の
、

さ
ら
に
は
東
日
本
大
震

災
と
原
発
事
故
、
そ
れ

に
よ
っ
て
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
た
観
光
業
の
復
興

と
い
っ
た
社
会
的
な
テ
ー
マ
ま

で
、
幅
広
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
当
日
は
、
1
年
生
を
中
心

に
1
0
0
人
近
い
聴
衆
が
集
ま

り
、
多
く
の
学
生
に
英
語
学
習

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る

こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
学
科
で
は
、

相
談
援
助
職
で
あ
る
社

会
福
祉
士
及
び
精
神
保

健
福
祉
士
国
家
試
験
受

験
資
格
取
得
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
、
広
く
・
深
く
、

そ
し
て
多
様
な
角
度
か

ら
福
祉
を
学
ぶ
フ
ィ
ー

ル
ド
演
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
支
援
学
校

教
諭
等
の
教
員
免
許
の

取
得
も
可
能
で
す
。

　

一
方
、
子
ど
も
教
育

福
祉
学
科
で
は
、
子
ど
も
と
家

庭
を
援
助
で
き
る
力
の
あ
る
専

門
家
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
・

小
学
校
教
諭
の
養
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

両
学
科
と
も
、
就
職
先
も
多

彩
で
す
。
福
祉
施
設
・
機
関
や

医
療
機
関
、
学
校
、
保
育
所
、

幼
稚
園
の
ほ
か
行
政
機
関
、
福

祉
系
企
業
、
あ
る
い
は
そ
れ
以

外
の
一
般
企
業
に
も
多
数
就
職

し
、大
学
時
代
に
学
ん
だ
福
祉
・

教
育
・
保
育
の
知
識
を
生
か
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

経
営
学
部
は
、
活
発
な
産
学

連
携
を
推
し
進
め
る
た
め
、
全

国
の
大
学
に
先
駆
け
て
、
経
済

団
体
組
織
で
あ
る
東
京
中
小
企

業
家
同
友
会
に
組
織
加
入
し
て

い
ま
す
。ま
た
、同
会
の
第
16
回

研
究
集
会
で
の
経
営
者
に
よ
る

“
中
小
企
業
家
劇
”以
来
、後
援

者
と
し
て
名
を
連
ね
、昨
年
は
、

本
学
の
石
橋
湛
山
記
念
講
堂
を

舞
台
と
し
て
提
供
す
る
と
同
時

に
、中
小
企
業
の
経
営
者
た
ち

と
共
に
、
本
学

の
学
生
と
教
職

員
が
出
演
し
ま

し
た
。
6
0
0

余
り
の
席
は
中

小
企
業
関
係
者

や
、
取
材
に
訪

れ
た
報
道
関
係

者
で
満
席
と
な

り
ま
し
た
。

　

8
月
4
日
、
法
学
部
で
は
業

界
セ
ミ
ナ
ー
（
1
～
3
年
生
対

象
）
お
よ
び
合
同
企
業
説
明
会

（
4
年
生
対
象
）
を
開
催
し
ま

し
た
。
業
界
セ
ミ
ナ
ー
に
は
本

学
部
出
身
者
を
招
き
、
公
務
員

系
を
3
ブ
ー
ス
、
民
間
企
業
系

を
5
ブ
ー
ス
、
法
科
大
学
院
・

司
法
書
士
を
1
ブ
ー
ス
設
置

　

経
済
学
部
で
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

活
動
に
重
点
を
置
い
て
お
り
、

毎
年
12
月
に
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大

会
を
開
催
し
、
研
究
発
表
と
討

論
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
専
門
分
野
の
ゼ
ミ
が
研
究

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、今
回
は
、

昨
年
度
実
施
し
た
櫻
井
ゼ
ミ
の

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

　

本
学
客
員
教
授
で
あ
る
カ
ナ

ダ
・
ヨ
ー
ク
大
学
名
誉
教
授
の

J.
R.
ミ
ラ
ー
博
士
（
写
真
円

内
）
が
来
日
し
、
5
月
31
日
と

6
月
1
日
の
2
日
間
、
熊
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
特
別
講
義
が

開
講
さ
れ
ま
し
た
。
ヨ
ー
ク
大

で
の
授
業
そ
の
ま
ま
に
、
学
部

学
生
向
け
に
は
リ
モ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
の
基
礎
と
そ
の
植
生
研

究
へ
の
応
用
に
つ
い
て
、大
学
院

生
向
け
に
は
カ
ナ
ダ
の
広
大
な

森
や
ス
ペ
イ
ン
の
ブ
ド
ウ
畑
の

高
解
像
度
画
像
か
ら
得
ら
れ
る

　

今
年
も
9
月
22
日
に
第
4
回

公
演
「
明
日
は
う
ち
も
い
い
会

社 

P
a
r
t
3

－

只
今
清
掃

中
!!
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
す
」

を
上
演
。
企
業
が
抱
え
る
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
経
営
者
自
身
が

劇
化
し
て
発
信
す
る
試
み
に
注

目
が
集
ま
り
ま
し
た
。な
お
、今

回
も
、特
別
出
演
も
含
め
、
経

営
学
部
と
経
済
学
部
の
教
員
と

学
生
が
舞
台
に
立
ち
ま
し
た
。

し
、
学
生
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な

質
問
に
答
え
ま
し
た
。
ま
た
、

合
同
企
業
説
明
会
に
は
熊
谷
商

工
会
議
所
会
員
企
業
の
う
ち
、

5
社
の
担
当
者
に
来
学
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

業
界
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た

学
生
か
ら
は
「
就
職
に
関
す
る

話
を
O
B・O
G
か
ら
直
接
聞
く

こ
と
で
、危
機
感
を
持
つ
と
同
時

に
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
っ

た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、企
業
の
担
当

者
か
ら
は
「
立
正
大
学
に
は
ま

じ
め
で
優
秀
な
学
生
が
多
い
」

と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

若
年
層
の
就
職
難
が
社
会
問

題
化
す
る
な
か
、
法
学
部
で
は

こ
れ
か
ら
も
、
学
生
が
キ
ャ
リ

ア
形
成
で
き
る
機
会
を
積
極
的

に
提
供
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

同
ゼ
ミ
は
「
環
境
と
経
済
」

と
い
う
視
点
か
ら
関
連
す
る

テ
ー
マ
の
調
査
研
究
を
進
め
て

お
り
、昨
年
9
月
に
は
、岡
山
県

児
島
湾
の
水
産
業
と
沿
岸
環
境

に
つ
い
て
地
元
の
漁
師
さ
ん
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
中
心
に
さ
ま

ざ
ま
な
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
、
沿
岸
環
境

の
変
化
等
か
ら
水
産
資
源
を

守
り
つ
つ
漁
業

を
続
け
る
こ
と

や
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
い

て
話
を
聞
く
一

方
、
漁
船
に
乗

せ
て
も
ら
っ
て

海
側
か
ら
陸
を

見
な
が
ら
延は

え

縄な
わ

漁
を
体
験
す
る

な
ど
、実
際
の
漁

業
の
現
場
を
体

感
し
ま
し
た
。

環
境
情
報
に
関
す
る
講
義
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
本
学
地
球
環
境

科
学
部
の
学
部
生
・
院
生
、

教
職
員
、さ
ら
に
は
外
部
の

研
究
所
・
大
学
か
ら
多
数
の

聴
講
者
が
集
ま
っ
て
熱
心
に

受
講
。
講
義
終
了
後
は
、
英

語
で
の
活
発
な
質
疑
応
答
も

あ
り
ま
し
た
。
最
新
の
科
学

に
関
す
る
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
講

義
を
聴
く
機
会
を
得
た
こ
と

は
、
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な

体
験
に
も
な
っ
た
は
ず
で
す
。

多
く
お
り
、大
学
院
へ
の
進
学
者

は
約
15
％
に
達
し
ま
す
。
こ
の

た
め
、
心
理
系
大
学
院
に
進
ん

だ
卒
業
生
を
迎
え
た
大
学
院
進

学
に
関
す
る
分
科
会
で
は
、
た

く
さ
ん
の
学
生
が
詰
め
掛
け
、

熱
心
に
情
報
提
供
を
受
け
て
い

ま
し
た
。ま
た
、就
職
の
分
科
会

で
も
、
民
間
企
業
や
公
的
機
関

で
活
躍
す
る
本
学
部
卒
業
生
を

迎
え
、
業
種
別
に
相
談
を
行
い

ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
、
そ
の
後

の
就
職
活
動
に
大
い
に
役
立
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

心
理
学
部
で
は
、毎
年
、

学
部
3
年
生
を
対
象
に
、

進
路
先
の
最
新
情
報
の
提

供
と
学
生
一
人
ひ
と
り
の

進
路
意
識
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
進

路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
6

月
23
日
に
行
わ
れ
、
約

1
5
0
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

本
学
部
に
は
さ
ら
に
専

門
性
の
高
い
研
究
を
行
う

こ
と
を
目
指
す
学
生
が
数

当日は外部の研究所や大学からもたくさんの聴講者が訪れました

たくさんの学生が集まった合同企業説明会。どの顔も真剣です

回
）、カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
学

（
第
6
回
）な
ど
、世
界
各
地
で

開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
学

で
の
開
催
は
1
9
8
7
年
の
第

2
回
に
続
い
て
2
回
目
で
す
。

　
「
立
正
大
学
開
校
1
4
0
周

年
記
念
大
会
」
と
銘
打
っ
た

今
回
の
大
会
は
、
建
学
の
精
神

の
発
揚
を
図
る
た
め
の
施
策

と
し
て
、
国
際
法
華
経
研
究
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
立
の
礎

を
確
立
す
る
こ
と
も
視
野
に
入

れ
、
国
内
外
の
法
華
経
研
究
者

を
招
聘
し
、「
法
華
経
の
普
遍

性
・
国
際
性
」
を
総
合
テ
ー
マ

と
し
て
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
、現
代
社
会
の
中
で『
法

華
経
』
が
果
た
す
役
割
・
意
義

に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

お
問
合
せ
は
仏
教
学
部
事
務
室
ま

で
。
☎
０
３（
3
4
9
2
）8
5
2
8

あれこれこれあれ

英
語
ス
ピ
ー
チ・コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

文学部

カ
ナ
ダ
の
授
業
を
熊
谷
キ
ャ
ンパス
で
体
験

地球環境科
学部

進
学
希
望
者
や
就
職
希
望
者
か
ら
人
気
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

心理学部

多
彩
な
就
職
先
。さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生

社会福祉
学部

盛
況
だ
っ
た
業
界
セ
ミ
ナ
ー
と
企
業
説
明
会

法学部

教
員・学
生
も
参
加
す
る“
中
小
企
業
家
劇
”

経営学部

国
内
外
の
法
華
経
の
研
究
者
が
一
堂
に
。

国
際
法
華
経
学
会
を
本
学
で
開
催

仏教学部

4

今年春のオリエンテーションキャンプでの集合写真。4 年後、さ
まざまな分野に巣立っていきます。

11名の学生がさまざまなテーマでスピーチしました

フィ
ー
ル
ド
調
査
に
よ
る
体
験
型
の
ゼ
ミ
活
動

経済学部

初めて体験する延縄漁。座学にはないフィールド調査の魅力
です

News vol.119  2012年（平成24年）10月1日発行

年の近い先輩から聞く仕事や就職活動の話はリアルで、とても
役に立ちます

当日のプログラム。仏教学部のホームページ
にも掲載しています
http://bukkyo.rissho.jp

経
営
者
自
身
が
劇
化
し
て
、
自
ら
演
じ

る
。
マ
ス
コ
ミ
も
注
目
し
て
い
ま
す
。
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③台東リバーサイドスポーツセンターで
開催された仏教系大学の剣道大会。「立
正大学開校 140 周年記念」と銘打ち、
11の大学が集まり行われました

⑤熊谷キャンパスで行われた第四紀学会公開シンポジウ
ムでは、小・中・高校生と保護者を対象に、夏休みなら
ではの、親子で参加できるイベントを開催。「南極ってど
んなところ？」をテーマとした南極の昭和基地との中継
も行いました

④大崎キャンパスで行われた日本金融学会（石橋湛山ら
が昭和 18 年に設立した、経済学関係の学会のなかでは
最古の部類に属する学会）。140 周年事業との共催で、
特別セッション「石橋湛山の人と哲学 ― 金融学者とし
て立正大学学長として」も行われました

　8月3日から10日までの8日間、硬式野球部の3・4年生部
員（法学部生）42名が140周年記念事業としてアメリカ研
修に参加しました。
　猛暑の続いていた日本と違い、現地の気候は快適。南カリ
フォルニア大らとの合同練習や記念試合、MLB観戦、元日ハ
ムの監督、トレイ・ヒルマン氏の講話、南カリフォルニア大
学のキャンパスツアー、全米日系人博物館訪問など、日本で
の事前教育の甲斐もあって、充実したものとなりました。
　また、現地では、アメリカ最大の邦字新聞『羅府新報』の
中村良子記者（本学文学部卒）が野球部に同行。日系人やご
自分の苦労話、目標を持つことの大切さなどについて部員た
ちに話していただいたほか、羅府新報にとても好意的な記事
を書いていただきました。
　今回の研修でさまざまな気付きやモラルを得た部員たち。
選手・学生・人間としての“化学変化”が期待されます。

硬式野球部がアメリカ研修
本学卒業生も地元紙記者として同行

2012年、本学は開校140周年を迎えました。それに伴い、今
年度はさまざまな記念イベントを開催しています。以下、これま
でに開催されてイベントを写真と共に紹介します。

　

イ
ギ
リ
ス
の
元
首
相
で
あ
る

サ
ッ
チ
ャ
ー
女
史
が
来
学
し
、講

演
さ
れ
た
の
は
、20
年
前
の
開
校

1
2
0
周
年
の
こ
と
。立
正
大
学

の
創
始
は
1
5
8
0（
天
正
8
）

年
だ
が
、1
8
7
2（
明
治
5
）年

の
近
代
日
本
の
教
育
制
度
施
行

か
ら
数
え
て
「
開
校
1
2
0
周

年
」
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
20
年
。
こ
の
た
び
、

開
校
1
4
0
周
年
に
当
た
っ
て
、

本
学
で
は
、
10
月
13
日
（
土
）、

ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

と
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学

か
ら
合
計
3
人
の
教
授
を
お
招

き
し
、
12
分
野
の
専
門
家
・
パ

ネ
リ
ス
ト
に
よ

る
大
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
す

る
。
慶
賀
こ
の

う
え
な
い
。
こ

の
日
は
、
午
前

に
「
フ
ク
シ
マ

か
ら
考
え
る 

― 

日
本
の
政

治
文
化
の
挑

戦
」「
責
任
あ

る
成
熟
国
家
へ

の
道 

― 

健
康
長
寿
国
の
国
際

貢
献
」
と
い
う
意
義
深
い
テ
ー

マ
の
基
調
講
演
の
後
、「
日
本
の

限
界
か
ら
未
来
へ
」と
い
う
テ
ー

マ
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
、午
後
に
は
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー

日
本
研
究
所
の
ヘ
レ
ン
・
ハ
ー

デ
カ
ー
教
授
と
ラ
イ
デ
ン
大
学

の
イ
フ
ォ
・
ス
ミ
ッ
ツ
教
授
に

よ
る
基
調
講
演
の
後
、
文
化
・

宗
教
を
通
し
て
生
き
方
の
「
未

来
へ
の
智
見
」
が
討
究
さ
れ
る
。

き
わ
め
て
意
義
深
い
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
り
、
大
き
な
成

功
を
収
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
10
月
15
日（
月
）・
16

日（
火
）に
は
、
第
7
回
国
際
法

華
経
学
会
が
行
わ
れ
る
。
こ
の

学
会
は
昭
和
50
年
代
に
、
ハ
ワ

イ
大
学
の
ジ
ョ
ー
ジ
田
辺
、
ウ

イ
ラ
田
辺
両
教
授
夫
妻
の
呼
び

掛
け
で
米
日
両
国
の
学
者
が
参

加
し
て
ス
タ
ー
ト
。
第
2
回
・

第
4
回
は
本
学
を
会
場
と
し
て

著
名
な
学
者
が
参
加
。
最
近
、

奈
良
・
京
都
の
門
跡
寺
院
研

究
で
盛
名
を
得
て
い
る
コ
ロ
ン

ビ
ア
大
学
の
バ
ー
バ
ラ
・
ル
ー

シ
ュ
名
誉
教
授
に
も
終
始
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。当
時
の

参
加
者
は
現
役
を
去
り
、
あ
る

い
は
大
御
所
と
な
っ
て
い
る
。

地
味
で
小
さ
な
学
会
で
あ
る

が
、
今
日
ま
で
継
続
さ
れ
、
新

た
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
こ
と

を
う
れ
し
く
感
じ
て
い
る
。

開
校
1
4
0
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

『
い
ま
、日
本
を
考
え
る
。』開
催
さ
れ
る

渡
邊
寶
陽

（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

10 月13 日の「開校 140 周年記念国際シンポジウム」も私たちがサポートします。海外の研究者と
本学の先生方の、専門的で、かつ熱い議論を見るチャンス ! ぜひ足を運んで下さいね !（左・大崎キャ
ンパス、右・熊谷キャンパス）

◆場所
　大崎キャンパス：1号館2階　熊谷キャンパス：ゲートプラザ地下1階

◆課の主な業務
　・受託研究、共同研究の支援　・知的財産を含む研究成果の管理
　・�社会貢献・地域貢献事業（こども大学熊谷やデリバリーカレッジなどで、大学のフ
ラッグ的役割を果たしています）

　・科学研究費補助金に代表される、各種外部資金の獲得支援
　�※今年は開校140周年記念国際シンポジウムを実施運営しています。�http://140event.com/

◆学生へのメッセージ
　皆さんが教わっている先生方は、教育のプロであると同時に、研究のプロ。在学中は、
ぜひ研究のプロである先生方から、最先端の研究内容を学んでください。私たち研究支援
課は、先生方の研究の支援を通じて、皆さんの学びに役立つよう頑張りたいと思います。

山田晃朗さん（大崎研究支援課）この人から一言
◆趣味
　サッカー、ドライブ

◆マイブーム
　筋トレ（職員野球でキャッチボールすら
危うかった）

◆学生時代の思い出
・JAZZ研でのサークル活動
・大学院にも進学し、微生物の研究（3000
万円くらい費やしました）

◆学生へのメッセージ
　大学は楽しいところです。勉強、研究、
課外活動、どれも精いっぱい楽しんでくだ
さい！

総務部研究支援課

事務局
紹介

研究活動を支援し、
その成果を管理・還元する

①社会学科講演会では、スタジオジブリの鈴木敏夫プロデュー
サー（写真右）に「3・11後 ジブリ・アニメの予感」というテー
マで語っていただきました

②「“いつまでも若く”－介護予防運動－」
は中高年者の健康維持、失禁予防、姿勢
維持などを目的とした介護予防運動の講
座。熊谷キャンパスのスポーツキューブ
において、全 10 回行いました

ドジャー・スタジアムの電光掲示板には 140
周年のお祝いメッセージも ! （写真上）記念試
合が行われた USC デドゥ球場にて（写真下）

News!
News!

Googleの
ストリートビューで、
大崎キャンパスの中を見ることが
できるようになりました

140周年記念イベント報告

◆
講
座
・
講
演
会

・
仏
教
学
部
仏
教
文
化
講
座

（
6
月
1
日
）　

み
の
も
ん
た
氏

が
「
60
か
ら
の
人
生
」
を
テ
ー

マ
に
講
演　

※
本
紙
1
1
8
号

で
詳
細
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

・
社
会
学
科
講
演
会
（
7
月
7

日
）　

ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ブ
リ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
鈴
木
敏
夫
氏
に

よ
る
「
時
代
の
風
音
に
耳
を
す

ま
せ
ば
…
」　

※
写
真
①

・「“
い
つ
ま
で
も
若
く
”

— 
介

護
予
防
運
動

—

」（
5
月
9
日

～
7
月
11
日
。
全
10
回
）　

※
写
真
②

◆
学
生
イ
ベ
ン
ト
・
ス
ポ
ー
ツ

・
第
58
回
全
日
本
仏
教
系
大
学

剣
道
大
会
、
第
44
回
全
日
本
仏

教
系
大
学
女
子
剣
道
大
会
（
8

月
25
日
）
開
催　

※
写
真
③

・
硬
式
野
球
部
海
外
交
流
試
合

（
8
月
3
日
～
10
日
）

◆
学
会

・
日
本
金
融
学
会
2
0
1
2
年

度
春
季
大
会
（
5
月
19
日
、
20

日
）
※
写
真
④

・
日
本
第
四
紀
学
会
2
0
1
2

大
会
（
8
月
20
日
～
22
日
）　

※
写
真
⑤

・
第
1
0
7
回
日
本
小
児
精
神

神
経
学
会
（
6
月
16
日
、17
日
）

・
日
本
社
会
福
祉
教
育
学
会
第

8
回
大
会
（
8
月
25
日
、26
日
）

10 月13日のシンポジウムでは、第 3 部として高畠一郎
氏（箏）、藤原道山氏（尺八）らによる邦楽コンサート
も予定されています
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  1   消費収支計算書について
[（1）表参照]

費収入総額（帰属収入）は、
16,453,697千円で、対前年

度比 1,334,320千円、8.8％の増と
なりました。これは主に資産売却差
額が 1,121,573千円増額したこと
などによるものです。帰属収入から
組み入れる基本金は、1,220,475
千円で、対前年度比 112,872千円、
10.2％の増となりました。これは
主に、馬込キャンパス校地取得に係
る借入金当期返済分の組入れ額が
増加したことによるものです。帰属
収入から基本金を差し引いた消費収
入は 15,233,222千円で、対前年
度比 1,221,448千円、8.7％の増
となりました。
　これに対し、23年度の消費支出
は13,698,852千円で対前年度比 
275,699千円、2.0％の減となり
ました。消費収入と消費支出の差は 
1,534,370千円の消費収入超過で
あり、これに前年度繰越消費支出超
過額 12,188,344千円を加算する
と翌年度への繰越消費支出超過額
は 10,653,974千円となりました。
　次に、主な科目の内容について概

略説明します。
　消費収入の部の「学生生徒等納
付金」は、帰属収入の68.4％を占め、
授業料・入学金・施設設備資金など
からなっています。「手数料」は、主
として入学検定料で、志願者数は大
学で15,101名（対前年度比219名
減）、金額にして 381,085千円、中
学・高校は496名（対前年度比11
名減）、金額にして 9,920千円とな
りました。
　「寄付金」は、日蓮宗 74,000千円、
140周年記念事業募金 84,768千
円、新入生父母 23,450千円など
が主なものです。
　「補助金」は、大学に対して国など
から補助されたものが 1,026,091
千円、中学・高校に対して東京都か
ら補助されたものが 439,487千円
です。
　消費支出の部では、人件費が支出
合計の52.4％を占めますが、これに
は教職員約1,107名（非常勤講師含
む）の給与、退職給与引当金繰入額
が含まれております。
　「教育研究経費」は、教育研究業務
にかかわる人件費以外の諸経費で、
修繕費、旅費交通費、奨学費、印刷
製本費、光熱水料費、賃借料、委託

年度中に支出された額 22,120,16
７千円を差し引いた残り 8,504,4
３7千円が次年度へ繰越される支払
資金となります。
　主な支出科目の内容を説明します。
　「施設関係支出」の主なものは、大
崎キャンパス近隣土地 180,656千
円、大崎キャンパス２号館個別空調
改善工事 64,995千円、馬込キャン
パス開発事業建設仮勘定 1,275,19
３千円などです。「借入金等返済支出」
は、日本私立学校振興・共済事業団へ
の返済 350,000千円、東京都私学
財団への返済 235,492千円です。
　「資産運用支出」は、第３号基本金
引当資産（石橋基金）2,327,184千
円、減価償却引当特定資産 2,595,9
６６千円、教育施設拡充引当特定資
産 1,144,375千円、退職給与引当
特定資産 42,490千円、平成23年
度から新たに設定した周年記念事業
引当特定預金 20,000千円を積立
したものなどです。「その他の支出」
は、前期末未払金支払支出 ５22,37
５千円などです。

  3   貸借対照表について
[（3）表参照]

学園が所有しております資産
の総額は、前年度と比べ 2,3

１9,695千円増加（2.7％増）し、88,0
５8,５61千円となっており、これに対
し負債の総額は、前年度に比べ 4３
5,149千円減少（3.7％減）し、11,4３
1,590千円となっており、総資産に対
する総負債の割合は13.0％（40％以
下なら健全といわれております）と
なります。総資産から総負債を引い
た 76,626,971千円（対前年度 2,7
５4,845千円増）が正味財産です。

　基本金は 87,280,945千円であ
り、消費収支差額は 10,653,974
千円の消費支出超過となりました。
　主な科目の内容について概略説明
します。
　「有形固定資産」 38,135,633千
円は、減価償却引当金 36,812,196
千円控除後の金額です。「減価償却
引当特定資産」 18,406,098千円は、
既存建物の建替資金確保のため、減
価償却によって回収した資金の積立
資産です。「第３号基本金引当資産」 
9,855,771千円は、石橋湛山記念
基金です。「退職給与引当特定資産」 
1,927,432千円は、退職給与引当
金 3,849,781千 円 の 約1/2額 で
す。「周年記念事業引当特定預金」 
20,000千円は、東日本大震災等に
より被害を受けた学生に対し、修学
にかかる負担軽減を目途とした経済
的支援のための平成24年度モラり
す奨学金の原資となるものです。
　「長期借入金」2,713,570千円
と「短期借入金」585,292千円は、
日本私立学校振興・共済事業団なら
びに東京都私学財団からの借入金で
す。「前受金」3,021,501千円は、
平成24年度入学者の学費・寮費な
どで、平成23年度中に入金になっ
た額です。「基本金」の「第１号基
本金」は固定資産の取得に要した額、

「第２号基本金」は立正大学学園施
設整備拡充計画および立正大学大
崎校舎施設設備拡充計画として先
行組入れし、第１号基本金へ振替え
た後の額、「第３号基本金」は石橋
湛山記念基金、「第４号基本金」は
恒常的に保持すべき資金の額として
それぞれ組み入れた額です。

以　上

立正大学学園  平成23年度決算報告
本学園の平成23年度決算は、理事会、ならびに評議員会において承認可決されました。ここにその概要を説明します。

消

費、減価償却額などです。「管理経費」
は、法人業務、食堂喫茶、学生寮、
研修所および学生募集にかかわる人
件費以外の諸経費で、旅費交通費、
広告料、印刷製本費、委託費、減価
償却額などです。
　「基本金組入額」は、校地・校舎・
機器備品・図書などの教育研究条件
の整備充実のために要する支出を帰
属収入のうちから組み入れるもので
す。主たるものとしては、馬込キャ
ンパス校地取得に係る借入金当期返
済分、立正大学学園施設整備拡充計
画基金として組み入れた額から馬込
キャンパス施設整備工事等の建設仮
勘定への振替え、また立正大学大崎
校舎施設設備拡充計画基金へ組み入
れた結果、組入れ 2,000,918千円、
先行組入れ △780,443千円とな
り、当期組入高は1,220,475千円
となっています。

  2   資金収支計算書について
[（2）表参照]

金収支計算書は、「当該会計年
度の諸活動に対応するすべて

の収入支出の内容ならびに支払資金
の収支のてん末を表示した」もので
す。平成23年度の資金の収入額は 

24,843,703千円
でこれに前年度か
ら繰越された支払
資金 5,78０,900
千円（23年４月１
日現在の支払資金
残高）を加えた 30,
６24,603千円が
当年度の収入総額
です。ここから人
件費支出以下の当

11,243,754,000 11,256,824,450 △ 13,070,450
331,325,000 404,880,554 △ 73,555,554
228,988,000 271,758,331 △ 42,770,331
1,486,460,000 1,465,578,179 20,881,821
1,036,885,000 1,015,463,000 21,422,000
447,205,000 447,745,179 △ 540,179

300,000 300,000 0
2,070,000 2,070,000 0

1,022,891,000 1,051,076,611 △ 28,185,611
1,148,659,000 1,148,659,138 △ 138
469,858,000 497,081,551 △ 27,223,551
314,492,000 357,838,086 △ 43,346,086

7,203,539,000 7,184,826,367 18,712,633
5,453,384,000 4,915,884,381 537,499,619
1,653,481,000 1,517,419,161 136,061,839
46,450,000 46,449,616 384
5,175,000 31,435,733 △ 26,260,733
2,837,000 2,837,000 0

146,273,000 146,273,000

284,644,000 1,534,369,513
12,188,344,000 12,188,343,666

借 入 金 等 利 息

翌 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額
前 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額
当 年 度 消 費 収 入 超 過 額

徴 収 不 能 額
予 備 費

資 産 処 分 差 額

差　　異
人 件 費
教 育 研 究 経 費
管 理 経 費

科         目 予　　算 決　　算

寄 付 金
補 助 金

国 庫 補 助 金

差　　異科         目
学 生 生 徒 等 納 付 金

11,903,700,000 10,653,974,153

16,246,427,000 16,453,696,900 △ 207,269,900
△ 1,450,644,000 △ 1,220,475,129 △ 230,168,871

消 費 収 入 の 部 合 計 14,795,783,000 15,233,221,771 △ 437,438,771

14,511,139,000 13,698,852,258 812,286,742消 費 支 出 の 部 合 計

帰 属 収 入 合 計
基 本 金 組 入 額 合 計

資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 差 額
事 業 収 入
雑 収 入

手 数 料

予　　算 決　　算

日 本 学 生 支 援 機 構 補 助 金
学 術 研 究 振 興 資 金
地 方 公 共 団 体 補 助 金

消 費 収 入 の 部

消 費 支 出 の 部

        (単位:円)
（1） 平成23年度消費収支計算書　平成23年4月1日から平成24年3月31日まで

国庫補助金
6.2% 

地方公共団体
補助金 2.7% 

※「補助金」には、このほか学術研究振興資金0.002%、
　日本学生支援機構補助金0.013%もあります。  

資産運用収入 6.4%
資産売却差額 7.0%

事業収入 3.0%
雑収入 2.2%

寄付金
1.7%

補助金 8.9% 学生生徒等
納付金
68.4%

手数料
2.5%

●帰属収入
基本金組入額 8.2%

徴収不能額 0.02%

人件費 48.2%
教育研究経費
32.9%

借入金等利息
0.3%

資産処分差額
0.2%

管理経費
10.2%

●消費支出 ＋ 基本金組入額
資産処分差額 0.2%
徴収不能額 0.02%

人件費 52.4%教育研究経費
35.9%

借入金等利息 0.3%
管理経費
11.1%

●消費支出

資 産 の 部

負 債 の 部

基 本 金 の 部

消 費 収 支 差 額 の 部

固 定 資 産 77,395,799,444 77,864,815,401 △ 469,015,957
有 形 固 定 資 産 38,135,633,155 38,380,867,202 △ 245,234,047

そ の 他 の 固 定 資 産 39,260,166,289 39,483,948,199 △ 223,781,910

流 動 資 産 10,662,761,198 7,874,050,022 2,788,711,176

資 産 の 部 合 計 88,058,560,642 85,738,865,423 2,319,695,219

固 定 負 債 6,651,367,160 7,414,165,034 △ 762,797,874

流 動 負 債 4,780,222,848 4,452,574,397 327,648,451

負 債 の 部 合 計 11,431,590,008 11,866,739,431 △ 435,149,423

基 本 金 の 部 合 計 87,280,944,787 86,060,469,658 1,220,475,129

消 費 収 支 差 額 の 部 合 計 △ 10,653,974,153 △ 12,188,343,666 1,534,369,513

88,058,560,642 85,738,865,423 2,319,695,219負債の部、基本金の部及び消費収支差額の部合計

13,389,831,715 13,215,514,615 174,317,100
19,344,041,787 20,657,026,816 △ 1,312,985,029
2,230,388,900 2,394,688,102 △ 164,299,202
635,167,419 816,822,723 △ 181,655,304
30,928,935 48,583,214 △ 17,654,279
731,641,318 754,811,527 △ 23,170,209
9,305,601 9,535,905 △ 230,304

1,764,327,480 483,884,300 1,280,443,180

11,123,193 11,123,193 0
59,283,000 65,841,000 △ 6,558,000

18,406,098,000 17,573,196,000 832,902,000
9,855,770,757 9,855,770,757 0
4,488,380,164 5,268,823,344 △ 780,443,180
1,927,432,000 1,976,861,000 △ 49,429,000
20,000,000 0 20,000,000

4,327,079,175 4,562,779,175 △ 235,700,000
165,000,000 165,000,000 0

0 4,553,730 △ 4,553,730

8,504,436,805 5,780,900,057 2,723,536,748
317,375,975 356,379,003 △ 39,003,028
1,770,728,122 1,659,627,146 111,100,976
33,150,494 30,925,000 2,225,494
915,606 1,255,577 △ 339,971
4,553,730 7,806,393 △ 3,252,663
31,600,466 37,156,846 △ 5,556,380

2,713,570,000 3,298,262,000 △ 584,692,000
3,849,780,973 3,953,721,483 △ 103,940,510
88,016,187 162,181,551 △ 74,165,364

585,292,000 585,492,000 △ 200,000
962,172,985 522,477,925 439,695,060
3,021,500,800 3,104,232,100 △ 82,731,300
135,136,569 159,052,372 △ 23,915,803
33,470,494 31,120,000 2,350,494
42,650,000 50,200,000 △ 7,550,000

72,099,793,866 70,098,875,557 2,000,918,309
4,488,380,164 5,268,823,344 △ 780,443,180
9,855,770,757 9,855,770,757 0
837,000,000 837,000,000 0

10,653,974,153 12,188,343,666 1,534,369,513
科         目 本 年 度 末

本 年 度 末 前 年 度 末 

科         目

科         目

土 地

図 書
車 輌
建 設 仮 勘 定

建 物
構 築 物
教 育 研 究 用 機 器 備 品

本 年 度 末 前 年 度 末 

本 年 度 末 前 年 度 末 

増     減

増     減

増     減

増     減

増     減

そ の 他 の 機 器 備 品

翌 年 度 繰 越 消 費 支 出 超 過 額

長 期 貸 付 金
減 価 償 却 引 当 特 定 資 産
第 3 号 基 本 金 引 当 資 産

前 年 度 末 

科         目

本 年 度 末 前 年 度 末 

前 受 金
預 り 金

差 入 保 証 金

退 職 給 与 引 当 金

周 年 記 念 事 業 引 当 特 定 預 金

教 育 施 設 拡 充 引 当 資 産

現 金 預 金

未 払 金

貯 蔵 品
修 学 旅 行 費 預 り 資 産

退 職 給 与 引 当 特 定 資 産

電 話 加 入 権

そ の 他 の 固 定 資 産

短 期 借 入 金

未 収 入 金
有 価 証 券

長 期 借 入 金

前 払 保 険 料
そ の 他 の 流 動 資 産

長 期 未 払 金

有 価 証 券

第 4 号 基 本 金

第 2 号 基 本 金

科         目

修 学 旅 行 費 預 り 金
預 り 保 証 金

第 1 号 基 本 金

第 3 号 基 本 金

        (単位:円)（3） 貸借対照表　平成24年3月31日

11,243,754,000 11,256,824,450 △ 13,070,450
331,325,000 404,260,220 △ 72,935,220
217,329,000 249,605,971 △ 32,276,971
1,486,460,000 1,465,578,179 20,881,821
1,036,885,000 1,015,463,000 21,422,000
447,205,000 447,745,179 △ 540,179

300,000 300,000 0
2,070,000 2,070,000 0

1,022,891,000 1,051,076,611 △ 28,185,611
1,950,071,000 3,448,411,000 △ 1,498,340,000
469,858,000 497,081,551 △ 27,223,551
314,492,000 357,743,776 △ 43,251,776
1,200,000 600,000 600,000

3,230,671,000 3,021,500,800 209,170,200
3,198,842,000 6,508,965,215 △ 3,310,123,215

△ 3,395,257,000 △ 3,417,944,375 22,687,375
5,780,900,000 5,780,900,057

収 入 の 部

支 出 の 部

7,309,026,000 7,288,766,877 20,259,123
3,809,417,000 3,272,288,171 537,128,829
1,322,484,000 1,184,716,785 137,767,215
46,450,000 46,449,616 384
585,492,000 585,492,000 0
1,555,440,000 1,555,648,770 △ 208,770
228,331,000 166,736,389 61,594,611
3,336,839,000 8,322,076,441 △ 4,985,237,441
573,358,000 585,896,422 △ 12,538,422
149,175,000 149,175,000

△ 293,575,000 △ 887,904,821 594,329,821
7,230,099,000 8,504,436,805 △ 1,274,337,805

△

収 入 の 部 合 計 25,852,536,000 30,624,603,455 △ 4,772,067,455

支 出 の 部 合 計 25,852,536,000 30,624,603,455 4,772,067,455

科         目

借 入 金 等 利 息 支 出

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入

学 術 研 究 振 興 資 金 収 入

手 数 料 収 入
寄 付 金 収 入

借 入 金 等 返 済 支 出

人 件 費 支 出

前 受 金 収 入

地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入

教 育 研 究 経 費 支 出

事 業 収 入

日 本 学 生 支 援 機 構 補 助 金 収 入

そ の 他 の 支 出
資 産 運 用 支 出

管 理 経 費 支 出

次 年 度 繰 越 支 払 資 金

施 設 関 係 支 出
設 備 関 係 支 出

資 金 支 出 調 整 勘 定
予 備 費

決　　算

差　　異

予　　算

補 助 金 収 入

予　　算 決　　算

国 庫 補 助 金 収 入

資 産 運 用 収 入
資 産 売 却 収 入

そ の 他 の 収 入
資 金 収 入 調 整 勘 定
前 年 度 繰 越 支 払 資 金

雑 収 入
借 入 金 等 収 入

科         目 差　　異

        (単位:円)（2） 平成23年度資金収支計算書　平成23年4月1日から平成24年3月31日まで

資

本
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②�昭和29年10月20日発行の学園新聞の1面。「創立50周年」の文字が踊る

⑤熊谷キャンパスの一角に竣工した有隣館

④熊谷キャンパスの建築用地

　史料編纂室では、立正大学（立正中学・高校・短期大学部を含
みます）に関するさまざまな資料を収集しています。
　広報誌などの学内刊行物、時間割、講義ノート、文書資料、学
生運動関係等のビラ、写真（アルバム）、記念品、躍進歌など、
立正大学に関する資料がございましたら、史料編纂室にご寄贈、
もしくは貸与していただきますよう、お願いいたします。

立正大学の歴史資料を収集しています
☎03-3492-2681内線（4197・4198）

7 News vol.119 �2012年（平成24年）10月1日発行

　「Open Gallery立正広場」は読者の皆さま（学生、卒業生、教職員、
学生父母等）のアート作品を紹介するコーナーです。写真、絵画、イラ
スト、漫画（４コマ等）などの応募をお待ちしています。
　できれば作品には簡単なコメントを添えてください。また、写真投
稿に際してご本人以外の方が写っているものは、その方の了承を得て
くださいますよう、お願いいたします。

　氏名、学部、学科、学年（卒業生は卒業年度）、住所、電話番号を明
記の上、奮ってご応募ください。

■宛先／〒141-8602　東京都品川区大崎４- ２-16
　　　　 立正大学政策広報課学園新聞担当
■Ｅメール／pln@ris.ac.jp
■第120号掲載締め切り　平成24年10月25日必着

皆さまの作品をお寄せください

【タイトル】

紅葉色の夕暮れと
スカイツリー
【投稿者】

鈴木俊成
（地球環境科学部
  環境システム学科 2 年）

【コメント】 
建設中のスカイツリーと
夕日が重なった一瞬を狙
い撮りしました。ツリーの
シルエットがお気に入り
です。

石
橋
湛
山
学
長
、
首
相
に
就
任

昭
和
27
（
１
９
５
２
）
年

　

12
月
１
日　

学
長
に
石
橋
湛
山
、

理
事
長
に
森
暁
就
任
。

昭
和
28
（
１
９
５
３
）
年

　

２
月
14
日　

石
橋
湛
山
学
長
就
任

記
念
大
講
演
会
、
星
薬
科
大
学
講
堂

で
開
催
す
る
。（
①
）

昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年

　

10
月
30
日　

創
立
50
周
年
記
念
祝

賀
会
式
、挙
行
。学
園
歌
を
発
表
す
る
。

（
②
）

　

昭
和
20
年
代
後
半
ま
で
に
、
短
期

大
学
部
教
員
免
許
状
の
認
定
、
大
学

院
文
学
研
究
科
（
地
理
学
専
攻
）
修

士
課
程
増
設
認
可
、
文
学
部
1
部
地

理
学
科
、
増
設
の
認
可
、
人
文
科
学

研
究
所
設
置
等
、
大
学
の
充
実
化
が

進
め
ら
れ
た
。

昭
和
31
（
１
９
５
６
）
年

　

12
月
23
日　

石
橋
湛
山
内
閣
成
立
。

昭
和
32
（
１
９
５
７
）
年

　

1
月
17
日　

石
橋
湛
山
学
長
、
内

閣
総
理
大
臣
就
任
祝
賀
式
を
挙
行
す

る
。（
③
）

昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年

　

２
月
11
日　

理
事
会
に
て
、
熊
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
の
取
得
を
決
定
す
る
。

（
④
）

　

5
月
19
日
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
開

校
工
事
開
始
す
る
。

　

10
月
1
日　

東
海
道
新
幹
線
、
営

業
を
開
始
す
る
。

谷
合
宿
寮
竣
工
す
る
。

昭
和
41
（
１
９
６
６
）
年

　

２
月
１
日　

熊
谷
有
隣
館
、
竣
工

す
る
。（
⑤
）

　

４
月　

短
期
大
学
部
商
学
科
、
熊

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
す
る
。

昭
和
42
（
１
９
６
７
）
年

　

３
月
25
日　

熊
谷
に
教
養
部
を
設

置
す
る
。熊
谷
３
号
館
・
福
利
厚
生
課
・

体
育
館
・
学
生
寮
竣
工
す
る
。

　

４
月
12
日　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
第

１
回
入
学
式
、
挙
行
す
る
。（
⑥
）

　

５
月　

自
治
会
問
題
に
学
生
運
動

が
発
生
す
る
。　

昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年

　

４
月
24
日　

熊
谷
本
部
棟
、
竣
工

す
る
。

　

９
月
５
日　
（
創

立
65
周
年
記
念
）
大

崎
図
書
館
（
５
号
館
）

竣
工
す
る
。（
⑦
）

　

昭
和
40
年
代
に
入

り
、
大
学
院
文
学
研

究
科
（
英
文
学
専
攻
）

修
士
・
博
士
課
程
、

増
設
の
認
可
。
産
業

経
済
研
究
所
の
設

置
、
法
華
文
化
研
究

所
設
置
、
大
学
院
文

学
研
究
科
（
哲
学
専

攻
）
修
士
課
程
増
設

認
可
、
経
営
学
部
経

営
学
科
（
1
部
）
の

設
置
認
可
、
大
学
院

文
学
研
究
科
（
社
会
学
専
攻
）
博
士

課
程
増
設
の
認
可
、
大
学
院
文
学
研

究
科
（
史
学
専
攻
）
修
士
課
程
増
設

等
が
挙
行
さ
れ
る
。

　

10
月
10
日　

第
18
回
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
東
京
大
会
、開
催
す
る（
～
10
・
24
）。

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
初
の
入
学
式

昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年

　

夏
、
熊
谷
運
動
場
一
部
竣
工
、
熊

　

戦
後
の
混
乱
期
、
復
興
期
を
経
て
、
高
度
経
済
成
長
時
代
の
幕
開
け
へ
。
日
本
の
歩
み
と
軌
を

一
に
す
る
よ
う
に
、
本
学
も
ま
た
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
開
校
、
大
崎
図
書
館
の
竣
工
な
ど
、
戦
後

の
再
ス
タ
ー
ト
か
ら
さ
ら
な
る
発
展
へ
と
向
か
っ
て
歴
史
を
刻
ん
で
い
き
ま
す
。

⑦�創立65周年記念大崎図書館（5号館）全景と
閲覧室の様子

今
年
は 

開 

校 

１ 

４ 

０ 

周 

年

 

開 

校 

１ 

４ 

０ 

周 

年

今
年
は

【投稿者】
経済学部 3 年 ペンネーム 「フグ」

①�石橋湛山の学長就任を報じる立正大学々園新聞（昭和28年3月20日発行）

③�石橋学長は首相に就任以降もそのまま留任することになった。昭和32
年2月1日発行の立正大学新聞より

⑥昭和42年度・入学式の1コマ



　本校に奉職して30年目になります。現在は高校３年生の担
任、また英語科主任を務めています。英語科ということもあり、
米国への渡航も60回近く経験しました。米国の文化や生活習
慣を学び、高校生に生きた英語を伝えられることが一番の強
みだと思っています。
　テニス経験は30年になり、プロ級の腕前です。選手として
「全日本テニス選手権大会」予選出場、「毎日テニス選手権大会」
地区大会優勝を飾るなど、輝かしい実績を収めています。ま
た、米国テニス協会認定選手となり、米国プロテニス協会コー
チ資格を取得しています。この経験と技術をテニス部の生徒
に還元しています。
　さらに、小学生で始めたボウリングで、全国ジュニアボウリ
ング大会で優勝しこともありますし、高校時代はバレーボール
部で関東大会にも出場しました。このように好きな競技に集中
し、厳しい練習に耐えたからこそ、大きな結果につながったと
考えています。
　中高生に伝えたいことは、「自分の得意な分野を見つけ、そ
れを一生懸命に伸ばす努力を続け、社会で活躍できる人間に
なってほしい」ということです。私もまだ現役のテニスプレー
ヤーとして頑張っていくつもりです。

得
意
分
野
を
伸
ば
し
、社
会
で
活
躍
で
き
る
人
間
に

米国プロテニス協会のコーチ資格を取得。
数多くの渡米経験を持ち、
生きた英語を教えられることが強み

　

来
た
る
11
月
３
日
（
土
・
祝
）

と
11
月
４
日
（
日
）
に
第
65
回

立
正
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

来
年
は
西
馬
込
に
校
舎
が
移

転
す
る
た
め
、
今
年
が
大
崎
校

舎
で
最
後
の
立
正
祭
と
な
り
ま

す
。
明
治
37
年
に
こ
の
「
谷
山

が
丘
」
に
校
舎
が
落
成
し
て
、

１
０
８
年
の
歳
月
を
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。
多
く
の
卒
業
生
が

巣
立
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
出

を
残
し
て
、
こ
の
地
を
離
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け

に
今
回
の
立
正
祭
に
か
け
る
思

R
IS

S
H

O
 J

u
n
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r
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e
n

io
r
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ig

h
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c
h

o
o

l
立
正
中
学
・
高
等
学
校

8

い
は
強
く
、
感
慨
も
ひ
と
し
お

で
す
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
感
謝
！
」。

夏
休
み
前
か
ら
立
正
祭
委
員
が

中
心
と
な
っ
て
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
も
暑
い
夏
で
し

た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
か
ら

看
板
製
作
、
舞
台
設
置
、
企
画

ま
で
、
懸
命
に
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
毎
年
、
た
く
さ
ん
の
保

護
者
や
卒
業
生
、
ま
た
来
年
受

験
予
定
の
小
学
６
年
生
が
来
校

い
た
し
ま
す
。

　

立
正
祭
委
員
の
ほ
か
に
、
立

正
祭
実
行
委
員
も
１
０
０
名
近

く
協
力
し
、盛
り
上
げ
て
い
き
ま

す
。
思
い
出
の
写
真
展
示
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
、
古
い
卒
業
生
や

退
職
さ
れ
た
先
生
方
に
も
多
数

来
校
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、空
手
道
部
の
演
武
、チ

ア
ー
リ
ー
デ
イ
ン
グ
部
の
演
技

な
ど
、
華
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
の
な
か
、
ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
、
ワ
ッ
フ
ル
、
じ
ゃ
が

バ
タ
ー
な
ど
の
模
擬
店
が
多
数

出
店
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
文

化
祭
と
い
う
名
前
の
と
お
り
、

ク
ラ
ス
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
発
表
や
展
示
発
表
を
行
う
な

ど
、「
文
化
的
」
な
催
し
も
数

多
く
開
か
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
保
護
者
主
催
の
バ

ザ
ー
、
カ
レ
ー
シ
ョ
ッ
プ
も
例

年
大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま

す
。
ま
た
、「
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
」

「
書
道
」「
水
彩
画
」と
い
っ
た
保

護
者
か
ら
の
カ
ル
チ
ャ
ー

教
室
の
展
示
作
品
も
見
ご

た
え
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
１
２
０
０

名
の
力
の
結
集
で
あ
る

「
立
正
祭
」
を
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放

送
コ
ン
テ
ス
ト
東
京
都
大
会
」

を
勝
ち
進
み
、
全
国
大
会
出
場

を
果
た
し
た
中
高
２
名
の
生
徒

を
紹
介
し
ま
す
。

　

高
校
２
年
の
河
野
裕
明
君
は

６
月
に
行
わ
れ
た
東
京
都
大
会

朗
読
部
門
に
出
場
し
、
み
ご
と

優
勝
を
果
た
し
、
２
６
０
名
の

参
加
者
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。

　

７
月
の
全
国
大
会
で
は
『
銀

の
匙
』
を
低
音
の
き
れ
い
な
声

質
で
朗
読
し
、
奨
励
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
将
来
は
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
と
い
う
職
業
も
視
野
に
入

れ
て
、
こ
れ
か
ら
も
勉
強
に
励

ん
で
い
き
ま
す
。

　

中
学
２
年
の
山
口
永
二
君
は

東
京
都
大
会
を
突
破
し
、
８
月

の
全
国
大
会
に
駒
を
進
め
ま
し

た
。
全
国
大
会
の
中
で
も
難
関

と
い
わ
れ
る
決
勝
大
会
ま
で
進

み
、『
静
か
な
日
々
』を
朗
読
し
、

み
ご
と
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

審
査
員
の
先
生
か
ら
「
表
現
力

が
豊
か
で
、
心
情
を
込
め
て
う

ま
く
表
現
さ
れ
て
い
る
」「
主
人

公
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
」

と
い
う
講
評
を
頂
き
ま
し
た
。

　

顧
問
の
佐
藤
先
生
は
「
個
人

の
受
賞
で
す
が
、
部
員
仲
間
で

切
磋
琢
磨
し
、
努
力
し
合
っ
た

た
ま
も
の
で
す
」
と
目
を
細
め

て
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
技
術
を
一
層
向
上

さ
せ
て
、
さ
ら
に
上
の
ス
テ
ー

ジ
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

中
高
2
名
が
全
国
大
会
出
場
！

今
後
も
一
層
の
技
術
向
上
を

中
学・高
校
放
送
部
　
顧
問 

● 

佐
藤
武
徳
先
生

部 活 動
紹 介

全
国
大
会
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
河
野
裕
明
君

（
高
2
）。
低
音
の
き
れ
い
な
声
が
魅
力
で
す

全
国
・
決
勝
大
会
ま
で
駒
を
進
め
た
山
口
永
二

君
（
中
2
）。『
静
か
な
日
々
』
の
朗
読
で
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た

大
崎
校
舎
で
最
後
の
立
正
祭
！　

　

テ
ー
マ
は﹁
感
謝
！
﹂
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写真はいずれも昨年開催された「第 64 回立正祭」
より。大崎校舎で立正祭が行われるのは今年で最
後。研究・展示発表をはじめ、各クラブの演技、演
奏や模擬店の出店など楽しい催しが予定されています

クラスごとの研究発表のほか
楽しいイベントが盛りだくさん!!

11
月
3
日
、4
日
に
開
催

平成25年度・入試要項受 験 生 の皆さまへ

2013年（平成25年）4月、
立正中学・高等学校は
馬込キャンパスに移転します。



　他校での勤務を経て淞南高校で教鞭を執って５年目を迎え
ました。大学時代は雑誌などの編集者になりたいと願い、奔
走していました。当時は、私のようないい加減な人間は教師に
は向かないと思っていましたので、教職は私の職業選択の最
後尾にありました。
　卒業後は外資系の会社に勤務していましたが、次第に合理
的に物事を判断し、評価するビジネスの世界に違和感を覚え
るようになりました。そんな折、高校生に英語を教える機会が
ありました。すべてが新鮮でした。「これだ！」って思いました。
　淞南高校には目的意識の高い生徒が集まっています。この
夏、わが校は甲子園に出場しました。「甲子園に連れていって」
という私の一方的な願いを生徒たちはかなえてくれました。
　甲子園のアルプススタンドから見た、まぶしいほどの青空は
私に、「希望を疑わず、目標達成を願う若者を素直に上向かせ
る力を持つ教師になりたい」と思った、あの日のあの瞬間を呼
び覚ましてくれました。

大
切
な
の
は
、若
者
を
素
直
に
上
向
か
せ
る
力

大学卒業後は外資系企業に勤務。
高校生に英語を教えたときの
新鮮な感動を胸に教師へと転身

ペー
ス
を
つ
か
ま
れ
て
失
点
し
、

そ
の
ま
ま
試
合
終
了
。勝
負
は

Ｐ
Ｋ
戦
に
委
ね
ら
れ
た
が
、
ま

た
し
て
も
夢
は
断
た
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
独
自
の
ス
タ
イ
ル
を

貫
い
た
淞
南
の
揺
る
ぎ
な
き
全

員
サ
ッ
カ
ー
は
、
冬
の
戦
い
に

向
け
、
確
実
に
進
化
を
遂
げ
て

い
ま
す
。
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あ
り
の
同
点
ゴ
ー
ル
。
こ
の
一

撃
で
息
を
吹
き
返
す
と
、
後
半

27
分
、
隅
田
君（
３
年
）の
完
璧

な
ク
ロ
ス
に
坂
口
君（
３
年
）が

値
千
金
の
ヘ
ッ
ド
。
２
分
後
に

は
、
林
君
の
個
人
技
で
ダ
メ
押

し
、
勝
負
を
決
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
４
強
入
り
を
懸

け
た
羽
黒
高
校（
山
形
県
代

表
）
と
の
準
々
決
勝
で
も
、

果
敢
に
相
手
ゴ
ー
ル
へ
襲
い

掛
か
り
、後
半
14
分
、曽
田

君（
３
年
）の
ア
シ
ス
ト
か

ら
田
路
君
が
決
勝
ゴ
ー
ル
。

　

そ
し
て
、全
国
大
会
フ
ァ

イ
ナ
ル
進
出
を
懸
け
た
三

浦
学
苑
高
校
（
神
奈
川
県

代
表
）戦
。
前
半
18
分
、
Ｃ

Ｋ
の
混
戦
か
ら
田
路
君
が

３
試
合
連
続
と
な
る
ゴ
ー

ル
を
決
め
、
先
制
。
し
か

し
、
自
分
た
ち
の
ミ
ス
か
ら

　８月31日に開催された淞丹祭（文化祭）では、ホットケー
キや団子、唐揚げ、焼きそば、もやし炒めにかき氷と、数
多くの飲食店が出店されました。各クラス全員が協力し、
真心を込めて接客や調理に当たり、生徒たちが保護者の
方々や卒業生と笑顔あふれる表情で親交を深め、思い出に
残る催しとなりました。
　生徒たち一人ひとりが気遣いのある対応を心掛けること
で、来場者の方々にも心のこもった感謝の気持ちを返して
いただくことができました。また、ステージでは「大食い
大会」や歌や踊りが披露され、大いに盛り上がりました。

昨
年
に
続
き〝
４
強
〞入
り

次
こ
そ
決
勝
へ！

夏の甲子園で躍動した立正大淞南高のユニフォーム。チーム一丸となって晴れ舞台で戦いました

アルプス・スタンドで選手たちを激励す
る応援団。写真（3 枚とも）／岩瀬
孝文（立正大学スポーツ広報担当）

ベ
ス
ト
4
入
り
を
成
し
遂
げ
た
淞

南
イ
レ
ブ
ン
。
全
員
サ
ッ
カ
ー
で
さ

ら
な
る
好
成
績
を
目
指
し
ま
す

生徒たちが心を込めて調理に当たりました

　
“
攻
め
る
姿
勢
”を
貫
き
、
頂

点
を
目
指
し
た
夏
の
戦
い
は
、ま

た
し
て
も
準
決
勝
の
舞
台
で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

今
大
会
屈
指
の
好
カ
ー
ド
と

評
さ
れ
た
２
回
戦
・
東
福
岡
高

校（
福
岡
県
代
表
）戦
。
キ
ッ
ク

オ
フ
か
ら
そ
の
ま
ま
電
光
石
火

の
攻
撃
で
相
手
を
切
り
裂
き
、

最
後
は
主
将
の
林
君
（
３
年
）

が
ゴ
ー
ル
を
決
め
、
先
制
。
そ

の
後
同
点
と
さ
れ
る
も
、
同
17

分
、
浦
田
君
（
３
年
）
が
豪
快

に
右
足
を
振
り
抜
き
、
こ
れ
が

決
勝
弾
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
く
３
回
戦
で
は
、
帝
京
第

三
高
校
（
山
梨
県
代
表
）
の
う

ま
さ
に
ペ
ー
ス
を
つ
か
ま
れ
、

先
制
を
許
し
ま
し
た
が
、
前
半

32
分
、
田
路
君
（
３
年
）
が
技

か
力
を
発
揮
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
全
部
員
が
一
丸
と
な
り

得
た
結
果
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

特
に
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
は
「
日

本
一
の
練
習
を
し
よ
う
」
を
合

言
葉
に
、
早
朝
５
時

か
ら
の
朝
練
習
に
全

員
で
取
り
組
み
、
体

力
・
技
術
の
み
な
ら

ず
強
い
気
持
ち
を
錬

成
。こ
の
結
果
、チ
ー

ム
が
苦
し
い
と
き
に

も
全
員
で
支
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

島
根
県
大
会
に
お

い
て
は
、
準
々
決
勝

　

本
校
野
球
部
は
、
第
94
回
全

国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
に
３

年
ぶ
り
２
回
目
と
な
る
出
場
を

果
た
し
ま
し
た
。
新
チ
ー
ム
結

成
以
降
、
公
式
戦
で
は
な
か
な

３
年
ぶ
り
２
回
目

甲
子
園
出
場
の
栄
冠
に
輝
く
！

練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
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き
、
さ
ら
な
る
高

み
に
向
か
っ
て
邁

進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
甲
子
園

出
場
に
際
し
て

は
、
大
学
の
皆
さ

ま
、
全
国
の
皆
さ
ま
方
か
ら
温

か
い
ご
支
援
、
ご
声
援
を
頂
き

ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
借
り
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

8
月
に
富
山
県
で
開
催
さ
れ

た
、
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
（
全
高
総
文
）
に
島
根
県
代

表
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
総

合
開
会
式
終
了
後
に
行
わ
れ
た

パ
レ
ー
ド
は
、晴
天
に
恵
ま
れ
、

今
年
度
の
大
会
曲
で
あ
る
「
出

雲
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

10
日
に
行
わ
れ
た
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
部
門
で
は
「
出
雲
～

神
在
月
～
」
を
披
露
。
こ
の
曲

は
、
出
雲
の
神
話
や
民
話
を
も

と
に
作
曲
さ
れ
た
交
響
曲
「
出

雲
」
を
マ
ー
チ
ン
グ
用
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
マ
ー
チ
ン
グ
・
イ

ン
・
オ
カ
ヤ
マ
や
中
国
大
会
に

出
場
す
る
予
定
で
す
。
一
人
で

も
多
く
の
方
々
に
感
動
と
喜
び

を
与
え
る
演
奏
・
演
技
が
で

き
る
よ
う
、「
す
べ
て
全
力
で
」

を
目
標
と
し
、
部
活
動
だ
け
で

は
な
く
、
学
校
生
活
全
般
を
一

生
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ

ま
の
応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

か
ら
優
勝
候
補
の
大
社
高
校
、

準
決
勝
で
は
連
覇
を
目
指
す
開

星
高
校
、
決
勝
で
は
石
見
智
翠

館（
旧
江
の
川
）高
校
と
対
戦
し
、

持
ち
前
の
粘
り
強
さ
を
発
揮
し

て
優
勝
を
勝
ち
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
勝
利
は
、
部

員
全
員
の
力
の
み
な
ら
ず
、
父

母
会
を
は
じ
め
と
す
る
応
援
し

て
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ

ま
方
の
力
を
結
集
し
た
成
果
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

甲
子
園
に
お
け
る
初
戦
、
岩

手
県
代
表
の
盛
岡
大
附
属
高
校

と
の
対
戦
で
は
我
慢
強
く
プ

レ
ー
し
、
勝
利
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
２
回
戦
は
強
打

の
栃
木
県
代
表
・
作
新
学
院
高

校
と
の
対
戦
と
な
り
、
島
根
大

会
か
ら
す
べ
て
一
人
で
投
げ
抜

い
て
き
た
エ
ー
ス
山
下
君
（
3

年
）の
疲
労
も
ピ
ー
ク
を
超
え
、

制
球
が
乱
れ
た
と
こ
ろ
を
打
ち

崩
さ
れ
て
敗
れ
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
今
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
を
、
最
後
ま
で
十

分
に
甲
子
園
で
発
揮
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の

チ
ー
ム
の
経
験
を
つ
な
げ
て
い

予選から一人で投げ抜いた、エース・山下君の勇姿

開催される淞 丹 祭

高
校
総
体

パレードで元気に演奏する立正大淞南高マーチング部のメンバーたち

島
根
県
代
表
と
し
て

「
全
高
総
文
」に
参
加

マ
ー
チ
ン
グ
部
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　立正大学学園新聞では、課外活動の大会日程、結果、公演情報などを募集しています。ご提供
いただいた情報は1月1日発行（第120号）でご紹介いたします。皆さんの情報提供をお待ちし
ております。こちらにメールしてください。 E-mail:pln@ris.ac.jp

クラブ、サークル情報  皆さんの応援を待っています!

◆柔道部

10月7日（日） 第23回立正杯争奪少年柔道大会
於:立正中学校・高等学校体育館

11月4日（日） 第54回東京学生柔道二部優勝大会　於：講堂館
11月4日（日） 第12回東京学生柔道オープン大会　於：講堂館

◆剣道部
12月1日（土） 第13回関東女子学生剣道新人戦大会　於：東京武道館
12月9日（日） 第58回関東学生剣道新人戦大会　　　於：東京武道館

◆籠球部
9月1日（土）～10月28日（日） 第88回関東大学バスケットボールリーグ戦
9月2日（日）～10月28日（日） 第62回関東大学女子バスケットボールリーグ戦

◆排球部
9月中旬～ 平成24年度関東バレーボール秋季リーグ戦

◆水泳部

12月2日（日） 第5回関東学生ウインターカップ公認記録会
於：相模原市立総合水泳場

2013年3月3日（日） 第36回関東学生冬季公認記録会
於：相模原市立総合水泳場

◆ソフトテニス部

10月13日（土）～14日（日） 平成24年度関東学生ソフトテニス秋季リーグ戦
於：千葉県白子町

◆弓道部
9月16日（日）～10月28日（日）平成24年度東京都学生弓道連盟リーグ戦

◆バドミントン部
11月上旬 関東学生バドミントン新人戦選手権大会

◆アメリカンフットボール部
9月23日（日）～11月17日（土）関東学生アメリカンフットボール関東3部リーグAブロック
10月7日（日） vs大東文化大　於：立正大熊谷陸上競技場　13時45分～
10月21日（日） vs千葉大　　　於：立正大熊谷陸上競技場　13時45分～
11月4日（日） vs創価大　　　於：首都大東京八王子グラウンド　11時～
11月17日（土） vs千葉商科大　於：調布市アミノバイタルフィールド　11時～

◆吹奏楽部

11月9日（金） 品川消防署開署80周年記念行事「防火のつどい」にて演奏
於：ゲートシティホール

11月25日（日） 第47回定期演奏会（入場無料）
於：川口総合文化センター・リリアメインホール

※吹奏楽部は今年、創部50周年を迎えます。

◆児童文化研究部
創部100年を記念して、行事を開催します。OB・OGの方や関係者の皆さん、ぜひご参加下さい。

10月13日（土）
スペシャル人形劇（自由参加）12時30分～
創部100周年記念祝賀会　　14時～
於：立正中学校・高等学校学生食堂

　はーい、皆さんこんにちは！
　私たち児童文化研究部は、人形劇
公演を行っているサークルです。大
学近隣の幼稚園や保育園のほかに、
公民館や福祉施設でも公演をしてい
ます。また、地域の祭りや、近隣小
学校の交通安全教室などの行事への
参加協力も活動の一つです。私たち
の行う人形劇はパクパク人形・ぺー

プサート、パネルシアターと呼ばれ
るものから、着ぐるみ劇やヒューマ
ン劇と人形劇を混ぜたものまで、多
様なバリエーションがあります。
　主な年間公演は、６月の新入生公
演、８月の巡回公演（5泊6日の地
方合宿）、11月の学園祭、12月のク
リスマス公演、３月の行田公演（卒
業公演）などがあります。
　今年は例年よりもたくさん
の１年生の入部があり、両キャ
ンパスを合計して約40名と、
非常ににぎやかになりました。
上級生としても大変喜ばし
く、また身の引き締まる思い

でいます。
　「公演」という、たった
一度の機会のために、何
週間、何カ月もかけて練
習するというのはとても
大変なことです。それで
も、部員全員で協力して
公演を終えたときの達成
感と、子どもたちの屈託
のない笑顔を見られたと

児童文化研究部

課外活動
き ら りシリーズ

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
て

人形劇の公演風景。子どもたちの喜ぶ姿は
部員たちの大きな宝物

課外活動情報
を 募  集  中！

　「これまでお世話になった4年生
のために精一杯やります。目標はも
ちろん2部優勝」 
　バッティング練習を前に、にこや
かに語る吉田捕手（法3・日大三高）。
強打で鳴らした高校時代から3年を
経て、この秋、さらに技術アップを

関東 1部昇格は目前になってきたラグビー部

今季はなんとしても関東 2 部へ
の昇格戦に進みたいサッカー部

チームのリードオフマン吉田裕太捕手（法 3・
日大三高）「４年生の先輩に恩返しをしたい」

果たした。「強気なリードと守備で
チームをけん引したい。そしてヒッ
トをどんどん打ちたい」と、チーム
の中心選手としての活躍を期す主砲
吉田だった。 
　その打線は大幅に組み換えがな
され、4番に大型打者の中垣（法3・
横浜商大高）を据えた。そして好打
を連発する原田（法3・天理高）が
軸になり、同様に、秦（法4・東海
大相模高）もチャンスに強い。 
　守備では堅い守りの日置二塁手

（法4・堀越高）に塩田遊撃手（法3・

川崎北高）の鉄壁な二遊間、外野手
では伊藤（法4・鶴岡東高）に伊達（法
1・横浜高）らが躍動する。 
　投手は左腕エースの沼田（法2・
天理高）、右横手投げの村山聖（法4・
朝霞高）、右本格派の山口（法3・
木更津総合高）、右腕水原（法1・
関西高）や左上手投げの鈴木駿（法
2・旭川実高）、また開幕シリーズの
日大戦では新人の小林（法1・中越
高）と出羽（法1・伊奈学園総合高）
にマウンド経験を積ませた。さらに
オープン戦で投げている崎田（法3・

硬式野球部
強力な布陣で2部優勝を狙う

文・写真/岩瀬孝文（立正大学スポーツ広報担当）

※本学では、学生に親しまれているスポーツを振興することを目的に、硬式
　野球部、ラグビー部、サッカー部を強化クラブとしています。

   硬式野球部
●対戦表　東都大学2部リーグ
　（神宮第二球場）

vs日本大 ●０－４、○5－3、○5－2
vs国士舘大 ○4－0、●0－6、○2－0
vs専修大 9月24日、25日
vs拓殖大 10月1日、2日
vs東農大 10月15日、16日

   ラグビー部
●対戦表　関東リーグ戦グループ2部
　（県営熊谷ラグビー場ほか）

vs国学院大 9月23日（熊谷C）
vs国士舘大 9月30日（熊谷C）
vs玉川大 10月14日（拓殖大）
vs東洋大 10月21日（熊谷A）
vs埼玉工大 11月4日（熊谷C）
vs専修大 11月11日（熊谷B）
vs山梨学院大 11月25日（熊谷B）

vs山梨学院大 △２－２
vs明治学院大 ○１－０
vs国学院大 ○3－1
vs東京大 9月16日（東京大）
vs東農大 9月23日（立正大）
vs大東文化大 9月30日（立正大）
vs成蹊大 10月7日（成蹊大）
vs立教大 10月14日（立正大）
vs玉川大 10月21日（立正大）

   サッカー部
●対戦表　東京都1部リーグ
　（立正大学サッカー場ほか）

　「右肩は完全に大丈夫です。昼間
のイースタンの試合で顔が日焼けし
てしまいました」 
　こう語るのは、7月19日に新潟
ハードオフエコスタジアムで行わ
れ た『 フ レ ッ シ ュ オ ー ル ス タ ー
2012』で7回に登板した千葉ロッ
テマリーンズの南昌輝投手（背番号
33）だ。
　「このオールスター戦でのチャン

スを生かしたい」 と、鍛えられた下
半身から、見るからに重いボールを
投げ込み、ウエスタンの各打者を追
い込んでいた。
　オールスター戦後の7月31日に
は、念願の1軍登録を果たし、すぐ
に１勝を上げるなど、今シーズン
後半の活躍が期待される。立正大
の大学日本一に貢献してから3年、
その快腕がいよいよプロで輝く。

立正大淞南高）や下本（法3・県和
歌山商高）が控える。 
　春は東都2部で5位と悔しさにま
みれた。そこからタフな練習によっ
て得た底力をもって秋本番、つねに
元気良く闘っていきたい。

　ラグビー部はおよそ２週間におよ
ぶ菅平高原での夏合宿で、関西リー
グの京産大、関西大などと試合をこ
なしてきた。また関東の有力チーム
では日大に内容ある試合ぶりを見せ
てもいる。秋は抜群の集中力で、
11月の上位校対決、そして1部との
入れ替え戦勝利を目指す。

　8月後半に早くも秋のリーグ戦に
突入していたサッカー部は、東京都
1部リーグを制して、関東大学2部
昇格戦へとコマを進めたい。もとか
ら選手は個人技に優れている。課題
は相手の組織力あるプレイにどのよ
うにアタックしていくかだ。限りな
い前進を期待しよう。 

サッカー部
リーグ制覇に向けて前進を

ラグビー部
目指せ!! 1部昇格
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児童文化研究会のメンバーたち。チームワークの良
さは抜群です

きの喜びは何ものにも替え難く、「こ
のサークルに入って良かった！」と
心から思います。
　今年、私たち児童文化研究部は創
部100周年を迎えました！ 10月13
日（土）には100周年記念の祝賀会
を予定しています。この記念すべき
年を、卒業された多くの先輩方と共
に祝えることを大変うれしく、そし
て誇らしく思います。
　興味を持っていただけた方は、両
キャンパスの部室まで、遠慮なく足
をお運びください！ 部員一同、心よ
りお待ちしております。大学生活を
一緒に楽しみましょう。

（文学部文学科３年・古川和也＝私立獨協

高等学校出身）

創部100周年の歴史を誇る!!
人形劇で地域社会に貢献

右サイドスローから伸びるボールとストンと落ち
る球を投げ続けた村山聖投手（法 4・朝霞高）

高校時代から守り慣れた三塁で堅実な守備
をみせる長谷川主将（法 4・青森山田高）

プロ初勝利を果たした南昌輝投手

フレッシュオールスター 2012 で好投した
南昌輝投手（千葉ロッテ マリーンズ 33）

秋本番、栄光を目指して



　第62回中日書道展において、本学・
文学部哲学科2年の深谷勇介さんが
特選を受賞しました。4666点の応
募の中から厳正な審査を経て特選に
輝いた深谷さんに、受賞の喜びと今
後の抱負を伺いました。
　「右の写真のような書を初めてご

覧になる方も多いと思います。近代
詩文書と呼ばれていますが、皆さん
が思われている書のイメージ（きっ
ちり、慎重、静か）とは少し違い、
自由で、闊達で、伸びやかな印象が
あるかと思います。
  近代詩文書では、独特の技法や表
現方法があります。例えば、墨の濃
淡で遠近感を、字の大小や行間でバ
ランスを取ります。また、
線の中に感情を、空白の部
分に情景が浮かぶように際
立たせます。
　しかし、こういった理論
を、まだまだ作品には生か

せずじまいです。指導くださってい
る先生あってこそ、今回の受賞に至
りました。また、小さい頃からご指
導いただいた先生、それに友人や家
族のサポートのおかげでもあります。
  今後もこのような名誉ある賞を頂
けるよう、いっそう努力していきた
いと思います」

（愛知県立旭丘高等学校出身）
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伸びやかで闊達な筆致が評価

第62回中日書道展で特選に輝く!

　「立正学生国際交流会＝Rissho 
Student International Exchange 
Association（通称R

リ

IE
ア

A）」は、外
国人留学生との交流などを目的とし
た、国際交流センター管下のサーク
ルです。国際交流に興味がある日本
人学生や外国人留学生が所属して
います。
　主な活動内容は、本学に入学して
きた外国人留学生に学内を案内す
るなどのサポートを行ったり、外国
人留学生との交流会や語学勉強会
などを開催したりすることです。今
春にはRIEAで鎌倉に行ったり、夏
休みに合宿に行ったりしました。ま
た、外国人留学生に東京案内をした

　私は本学のオタゴ大学語学留学
制度を利用し、ニュージーランドの
オタゴ大学に半年間留学しました。
留学を希望した理由の一つは、英語
を話せることが社会に出たときの武
器になると思ったから。そしてもう
一つは、交友関係を世界に広げ、自
分にしかできないことや、本当にや
りたいことを見つけて自分の可能性
を模索したかったからです。
　結論から言うと、この半年間の留
学は大変有意義な経験となり、大成
功でした。勉強面はもちろん、人間
的にも私を大きく成長させてくれた

こともあります。すべて英語での会
話ということもあり、自分の英語が
伝わる嬉しさや話す楽しさを実感し
ました。
　語学学習では、外国人留学生や先
生に教えてもらっています。学校で
勉強する英語とは違い、日常的に使
う英会話を教えてもらえるので、英
語の楽しさをあらためて実感しまし
た。外国人留学生と交流を持つこと
により、日本人が普段意識しない日
本の魅力や外国との違いなどに気付
かされます。また、外国人留学生に
自国のことについて聞くと、テレビ
などで放送されているイメージとは
違っていたり、その国特有のことを

と思います。
　このニュージーランド留学で得た
ものとして、海外の友人がたくさん
できたことがあります。また、客観
的な成果として、TOEICで900点
近い点数を取ることができるように

あらためて知ったりして、驚かされ
ます。そうしたさまざまな発見に触
れられることは、RIEAの良いとこ
ろの一つだと思います。
　また、RIEAには留学をしたこと
がある先輩方が多く、留学先での体
験談を語ってくれたり、さまざまな
情報を教えてくれたりします。そう
いう話を聞いて刺激を受け、「もっ
と勉学に励まなくては」と思うこと
もしばしばです。RIEAに入らなけ
れば、外国人留学生と関わる機会も
少なかったでしょうから、RIEAに
入って良かったと思います。興味が
ある方、入会をお待ちしています！

（千葉県立君津高等学校出身）

なり、就職活動において大きな武器
になったことは間違いありません。
　語学学校ではTOEICの勉強や3カ
月に一度のテストに向けて、グラ
マーやエッセイなどを包括的に勉強
します。すべて英語で教えてもらう
という点が新鮮でした。施設として
は、休憩時間にみんなで喋ったり、
ランチを食べたりするコモンルーム
という場所が印象に残っています。
また、ILCという小さな図書室では、
英語の本や教材だけでなく、発音練
習用コンピューターも借りられ、イ
ンターネットも利用できます。
　私は、皆さんにもオタゴ大学の語
学留学を強く勧めます。親切で面白
いニュージーランドの友人ができた
り、英語に触れる環境が簡単に作れ
たりします。そして、それは絶対に

広がる国際的な視野
上
じょう

西
に し

美緒さん（心理学部臨床心理学科3年）

英語で話す楽しさを実感!

原 栄一さん（法学部4年）

深谷勇介さん（文学部哲学科2年）

語学力とともに“人間力”もアップ

留学生と一緒に東京の名所を訪ね歩くことも。左は東京スカイツリーをバックにパチリ。右も同じく
“東京案内”の 1コマ。みんなの笑顔がすてきです

留学先で知り合った友人は人生の大きな財産

風格に満ちたオタゴ大学。ニュージーランドで
最も古い歴史を持つ大学です

　古文書研究会は、古文書の調査・
研究を行い、その成果を地域に還元
することを目的に活動しています。
現在は熊谷市の市史編さん室と共同
で活動を推進。去る5月20日には、

『武蔵国旛羅郡下奈良村 飯塚誠一郎
家所蔵文書目録』の刊行を記念し、

「古文書から読みとく下奈良の歴史」
（熊谷市教育委員会共催）と題して、
これまでの成果を基に発表会を開催
しました。当日は本物の古文書を使
用した展示「明治前期の奈良学校」
も同時に行い、多くの方にご来場い
ただきました。古文書研究会は、こ
れからも継続して熊谷市の歴史研究
に取り組んでいきます。

  古文書研究会
http://www.geocities.jp/riskomo/

熊谷市の歴史報告会を開催

古文書研究会

交流会での会話はもちろん英語！！

発表会に臨む古文書研究会のメンバーたち

かけがえのない経験になると断言で
きます。皆さんもぜひ留学して、新
しい価値観に触れてみてください。

（埼玉県立本庄高等学校出身）

　去る7月18日、大崎キャンパスにおいて、同25日、熊谷キャンパ
スにおいて、課外活動全団体出席の下に課外活動ガイダンスを開催
しました。このガイダンスは、警察署の方たちの協力を得て、学生
が被害者または加害者、当事者となり得る危険性のある、薬物、飲酒、
性犯罪、宗教関係などに関する正しい知識を伝えようというもの。
アンケート結果からも学生たちはガイダンスの内容や重要性を認識
していました。

薬物・飲酒などについて正しい知識を 課外活動ガイダンス開催される

立正学生国際交流会（RIEA）

オタゴ大学語学留学体験記

特選を受賞した深谷さんの近代詩文書

文学部社会学科3年

毎
ま い

熊
ぐ ま

祥
し ょ う

平
へ い

さん（私立横浜創英高等学校出身）

　小学生時代に剣道に出会い、大学でも体育会剣道部に入部
しています。そこでは礼儀、友情、心配りなど、これから先、
自分の人生を豊かにしてくれる多くのことを学んでいます。剣
道で学んだことを少しでも子どもたちに伝えたいという思いか
ら、将来は高校教員になるべく、勉学にも励んでいます。



　「感謝の心を学んでいます」と話す尾
堤直さんは、ボーイスカウト日本連盟の
ベンチャースカウト年代で最高位の「富
士章」を受章した。富士章を受章するに
は、三つのプロジェクトアワードや五つ
の技能章など、いくつかの条件を満たさ
なくてはならず、これまでの活動が認め
られたかたちとなった。3月にはスカウ
ト代表の表敬訪問で、首相官邸も訪れた。
　父親やきょうだい3人がボーイスカウ
トに所属していたこともあり、尾堤さん
も幼稚園からボーイスカウトに所属して

ボーイスカウトの最高位「富士章」を受章
「人と接する仕事が大好き」

尾
お

堤
づつみ

 直
すなお

さん（社会福祉学部社会福祉学科3年）

INTERVIEW

左胸に輝くのが「富士章」です
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　立正大学では、今年4月から5月に
かけて、卒業生に対するアンケート
調査を実施しました。アンケートの
対象は社会人3年目を迎えた2009
年度の卒業生2368名で、調査内容
は在学時代の教育内容や学生サー
ビス等に関する満足度などです。回
収率が5％程度と決して高くはあり
ませんが、116名（うち院卒7名）
が答えてくれました。
　アンケート調査の主要な結果をま

とめたものが右の表です。
　まず本学で学んだ内容に対する満
足度については、「非常に満足」と

「まぁ満足」を合わせると78%に達
し、本学の教育内容が比較的高く評
価されていることがわかります。
　しかし、学んだ内容が現在の仕事
に役立っているかについては、「非常に
満足」と「まぁ満足」の合計は49.5％
程度に過ぎず、本学の教育内容が実
社会での有用性の観点から問題を残

している可能性があります。最近
特に注目されている、「問題発見・
問題解決型」教育への取り組み
を重視する必要があります。

ゼミや課外活動も好評価

　また、ゼミや課外活動につい
ては69.7％が満足しており、
学生生活が比較的充実してい

たことがわかります。一方、学生サー
ビスに対する満足度は36.7％に過
ぎず、窓口業務を中心に改善に取り
組まなければなりません。
　最後に、38.5％が本学への入学
を親戚や知人に薦めると回答してく

れましたが、「どちらでもない」が
47.7％に上りました。在学生に対
する教育を含む総合的な満足度を
高めることで、知人等への本学への
入学の推薦につながるはずです。
　社会経験を積んだ卒業生の本学

に対するアンケート結果は、本学教
職員に対して客観的で有用な情報を
もたらしてくれます。今後も卒業生
アンケートを実施し、それを活用す
ることで教育や学生サービス等の改
善につなげていきます。
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募 集 し て い ま す 学生記者、モデル、投稿原稿など学生の皆さんの応募をお待ちしています。こちらにメールをしてください。 E-mail pln@ris.ac.jp
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社会人3年目を迎えた　　　　に聞きました

78%が在学時の教育内容に満足！！
卒 業 生

沼美亜さんは、ハワイで開催
されたフラダンスの大会、第

11回フラ・ホオラウナ・アロハ2012
に出場し、ソロ・ワヒネ・ディビジョ
ンにおいて2位に輝きました。また、
7月29日に行われた、第1回カレッ
ジフラコンペティション2012のソ
ロ部門においては、みごと優勝を果
たしています。
　片沼さんは、12歳のときに旅行
でハワイを訪れたのがきっかけで、

フラダンス教室に通うようになりま
した。「12歳のときから夢中になれ
るものを得たのは大きいと思いま
す。フラダンスの踊りにはそれぞれ
意味があるため、ハワイの神話や伝
統、文化、歴史などを学ぶ必要があ
ります。大変なことも多いのですが、
とても楽しいですね」と話します。
　そんな片沼さんは、フラダンス教
室の先生との出会いが大きな転機と
なり、その先生から「努力する」こ

と、そして「チャンスを確実につか
む」ことの大切さを学んだそうです。
　将来の目標は、フラダンス留学と、
フラダンスのオリンピックと呼ばれ
る「メリー・モナーク」という大会
に出場すること。そして、「フラダ
ンス・サークルを立ち上げ、学生生
活をより有意義に過ごしたい」と、
力強く語ってくれました。

（私立鵠沼高等学校出身）

サークルの立ち上げも目標に
片沼美亜さん（仏教学部宗学科1年）

片

第 1 回カレッジフラコンペティション2012のソ
ロ部門で優勝に輝いた、片沼さんのパフォー
マンス

フラダンス大学生大会で優勝！

いる。現在は、後輩の育成に当たり、「将
来も指導者として組織に関わっていきた
い」と話す。
　立正大学の印象については、「先生も
学生も明るく、相談しやすい環境が好き
だ」とのこと。また、「大学卒業後は人
と接する仕事に就いて、その後は経験を
生かし、家業の製茶販売会社を継ぎたい」
と将来のビジョンを述べる。最後は、今
回の受章も「周りの人の支えがあったか
ら」と感謝の心を示してくれた。

（私立駒込高等学校出身）

卒 業 生 ＆ 生在 学 の 声

埼玉県春日部市に在住する尾堤さん。春日部市の石川良三市長を
表敬訪問し、記念撮影 写真提供／春日部市

●セルジオ越後氏（サッカー評論家）による講演
開催日 11月3日（土・祝）
時間：OPEN12:00/START13:00
会場：アカデミックキューブA101教室
入場料無料・事前申し込み不要
星霜祭HP:http://seisousai.jimdo.com/

大崎キャンパス 橘
き っ

花
か

祭
さ い

テーマ「連繋」

開催日11月3日（土・祝）～4日（日）
●爆笑お笑いライブ2012
　　　　　スギちゃん、アンガールズ、
　　　　　AMEMIYA、いとうあさこ、
　　　　　かもめんたる
開催日 11月4日（日）
時間：OPEN14:30/START15:00
会場：石橋湛山記念講堂（全席指定）
※出演者が変更になる場合があります。ご了承ください。
橘花祭HP：http://kikkasai.com/

出演者

熊谷キャンパス 星
せ い

霜
そ う

祭
さ い

テーマ「Colorful Paint」

開催日11月2日（金）～4日（日）
●アーティストライブ～鉄

て つ

菱
び し

～
　　　　　THE BAWDIES
　　　　　9mm Parabellum Bullet
開催日 11月3日（土・祝）
時間：OPEN16:00/START17:00
会場：スポーツキューブ2F（全席指定席）

アーティスト

 学園祭の季節が到来！


